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No.1~ 

大谷渓 谷の轟滝

国道197号線の新大谷橋から県道蔵川 ・大谷線を車で大谷へ約 5分走ったところにこの轟滝があり

ます。

この滝には、滝を一周できるように遊歩道が整備されています。また、滝の上には八大龍王神社が

あり、 地域の憩いの場・信仰の場として親しまれています。

なお、肱川町の新しい町創造計画の中で、ダム湖から轟滝までの渓谷をもみじの名所、及び縁結び

の名所として開発する計画もあります。

今月号の主な内容 町民のうごき

＝町 報 ＝
衡河辺JIIダム建設覚書に調印…… 2
卍新ししヽ町創造・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・..3 

*中居谷農産加工場新 しく 加工場を増築 4

卍社協だより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...7 
唖お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・22

＝農林だより＝

衡第12回肱川町椎茸共進会…… • •• 8 
*肱川町森林組合の歩み………… 9

漸今月の農作業..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13

＝商工だより ＝

Ill第 30回川上商工会通常総会..… • 14

Ill新役員ミニミニ紹介・・・・・・・・・・・・・・・15
Illふるさと回想記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17

＝公民館報＝

Ill学校も週5日制（こ・・・・・・・・・・・・・・・・・・18

Illみんなの幸を願って……………20

人口 3,486人(+2) 

男 1,694人（土 0)

女 1,792人(+2) 

世帯数 1,002品(+2) 

（平成 4年 5月31日現在）

t. 



0。6。領｝ ⑲
 

図 躙前吾 (2)

河
辺
川
ダ
ム
建
設
と

肱
川
町
地
域
振
興
事
業

に
誠
意
を
持
っ
て
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
し
、

五
月
十
五
日
県
庁
に
お

い
て
大
野
町
長
、
日
野

峻
栄
四
国
地
方
建
設
局

長
、
伊
賀
知
事
、
田
中

誠

一
松
山
市
長
（
河
辺

川
ダ
ム
建
設
推
進
協
議

会
会
長
）
の
四
者
が
、

小
野
義
章
県
議
会
議
長
、

佐
々
木
弘
吉
自
民
党
水

資
源
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長
の
立
会
の
も
と
、

「
河
辺
川
ダ
ム
建
設
事

業
並
び
に
肱
川
町
地
域

振
興
事
業
の
実
施
に
と

も
な
う
覚
書
」
に
調
印

大
計
舷
，

覚書に調印する大野町長

し
ま
し
た
。

覚
書
は
「
基
本
的
事
項
」
、

「
ダ
ム

事
業
の
進
め
方
」
、
「
肱
川
町
振
興
の

た
め
必
要
な
事
業
へ
の
配
慮
」
、
「
ダ

ム
建
設
工
事
の
着
手
」
な
ど
十

一
項

目
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。
．

基
本
的
事
項
で
は
四
者
の
役
割
を

定
め
、
肱
川
町
は
ダ
ム
事
業
と
肱
川

町
地
域
振
興
事
業
の
円
滑
な
推
進
に

つ
い
て
関
係
住
民
と
の
調
整
に
協
力

し
対
処
す
る
。
他
の
三
者
は
連
携
を

取
り
な
が
ら
ダ
ム
事
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
誠
意
と
責
任
を
も
っ
て
、

肱
川
町
地
域
振
輿
事
業
の
推
進
に
取

り
組
む
こ
と
等
で
す
。

ダ
ム
事
業
の
進
め
方
で
は
、
建
設

省
は
、
事
業
実
施
前
に
肱
川
町
に
内

容
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
関
係
住

民
へ
の
周
知
方
法
、
内
容
に
つ
い
て

肱
川
町
と
調
整
す
る
。
ダ
ム

事
業
の
実
施
に
伴
う
損
失
に

つ
い
て
実
態
を
正
し
く
把
握

す
る
と
と
も
に
、
生
活
基
盤

に
与
え
る
影
響
を
十
分
理
解

し
さ
ら
に
地
域
特
有
の
立
地

条
件
及
び
生
活
環
境
等
を
認

識
し
て
、
正
当
な
損
失
補
償

基
準
を
策
定
す
る
。
公
共
施

設
の
損
失
補
償
に
つ
い
て
は
、

公
共
補
償
基
準
に
基
づ
い
て

行
い
、
肱
川
町
の
意
向
が
十

分
尊
重
さ
れ
る
よ
う
努
力
す

る。
県
及
び
推
進
協
議
会
と
連

携
し
、
生
活
基
盤
を
失
う
関

係
者
の
生
活
再
建
に
努
力
す

る
。
以
上
の
四
項
目
で
す
。

肱
川
町
の
振
興
の
た
め
必

要
な
事
業
へ
の
配
慮
と
し
て

は、

三
者
は
ダ
ム
事
業
が
肱
川
町
に

及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
十
分
認
識
し
、

肱
川
町
の
意
向
を
踏
ま
え
、
肱
川
町

地
域
振
典
事
業
の
実
現
に
向
け
て
努

力
す
る
。

河
辺
川
ダ
ム
建
設
工
事
の
着
手
に

つ
い
て
は
、
建
設
省
は
補
償
基
準
が

妥
結
し
た
後
に
お
い
て
ダ
ム
本
体
工

事
に
着
手
す
る
こ
と
で
す
。

調
印
後
、
大
野
町
長
が
「
建
設
を

受
託
し
た
以
上
は
潔
く
す
っ
き
り
し

た
形
で
対
処
し
た
い
。
ま
た
、
町
の

中
心
部
に
巨
大
な
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
、

町
へ
も
大
変
な
影
響
が
あ
る
と
予
想

さ
れ
る
」
と
述
べ
支
援
、
協
力
を
要

請
し
ま
し
た
。

伊
賀
知
事
は
「
水
没
者
の
生
活
再

建
対
策
、
肱
川
町
全
域
の
町
づ
く
り

と
地
域
振
興
計
画
推
進
に
誠
意
と
責

任
を
持
っ
て
全
力
で
取
り
組
む
」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
受
益
者
を
代
表

し
て
田
中
市
長
が
「
生
活
再
建
、
地

域
振
興
事
業
に
関
係
団
体
が

一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
が
肝
要
で
す
。
ダ

ム
建
設
分
水
事
業
の
早
期
実
現
に
努

力
し
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
四
者
と
立
会
人
が
中
央
に

集
ま
り
、
握
手
を
し
て
調
印
式
を
終

了
し
ま
し
た
。

河
辺
川
ダ
ム
は
予
備
調
査
か
ら
十

年
間
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
今
後
は

地
域
住
民
と
の
話
し
合
い
な
ど
実
質

的
な
ダ
ム
建
設
事
業
に
踏
み
出
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。

中央に集まり握手する四者と立会人

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-
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園 謡羽霞

創造的な生産や文化活動の展開

個性的なふるさとづくりを

今
肱
川
町
の
高
齢
者
人
口
が
二
十

四
％
に
達
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

人
口
、

戸
数
の
減
少
も
続
い
て
い

ま
す
。

人
生
八
十
年
代
を
迎
え
、
住
民
の

生
活
行
動
や
意
識
構
造
も
大
ぎ
く
変

化
し
、
物
的
充
足
に
加
え
、
生
活
の

質
や
心
の
豊
か
さ
を
追
い
求
め
る
傾

向
が

一
段
と
強
ま
っ
て
来
て
い
ま
す
。

町
を
め
ぐ
る
課
題
は

一
層、

多
様

化
・
複
層
化
の
傾
向
が
強
く
な

っ
て

い
ま
す
が
、
時
代
の
変
化
に
右
往
左

”
往
す
る
だ
け
で
は
、
町
の
活
力
は
望

め
ま
せ
ん
。

二
十

一
世
紀
を
目
前
に
し
、
新
た

な
飛
躍
に
向
け
て
町
の
現
状
、
問
題

点
を
見
つ
め
直
す
と
と
も
に
、
私
た

ち
を
取
り
ま
く
新
た
な
時
代
潮
流
を

提
起
す
る
『
新
し
い
町
創
造
計
画
』

を
策
定
し
町
の
基
本
構
想
と
し
ま
し

こ
。

t
 平

成
五
年
度
は
立
町
五
十
周
年
と

い
う
大
ぎ
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。

住
民
総
参
加
に
よ
る
新
し
い
町
づ

く
り
を
創
造
し
て
行
き
ま
す
。

な
ぜ

「
新
し
い
町
創
造
」

な
の
か

新

し

い

町

創

造

を

め

ざ

し

て
(1) 

：
 

い
ま
、
私
逹
の
身
の
周
り
を
考
え

て
み
る
と
、
高
度
情
報
化
社
会
の
急

速
な
進
展
、
国
際
化
、
働
く
婦
人
の

急
増
、
高
齢
化
、
農
林
業
の
不
振
等

急
速
度
で
変
化
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
変
化
の
過
程
の
中
で
、
い

ま
こ
そ
本
当
の
豊
か
さ
と
は
な
に
か
、

文
化
と
は
な
に
か
、
快
適
な
生
活
環

境
と
は
な
に
か
、
と
い
っ
た
も
の
に

視
点
を
あ
て
、
自
分
達
の
町
を
、
そ

し
て
生
活
を
見
直
し
て
み
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

町
の
将
来
を
考
え
、
い
ま
「
何
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」
を
考
え
る

の
は
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
て
日
々
の

暮
ら
し
を
し
て
い
る
私
達
自
身
で
す
。

住
む
町
が
、
い
き
い
き
と
し
て
活

気
の
満
ち
た
町
で
あ
り
た
い
と
思
う

の
は
住
民
全
て
の
願
い
で
す
。

~
 

町
の
持
っ
て
い
る
資
源
や
人
材
を

い
か
し
た
、
産
業
・
文
化
の
発
展
を

図
り
、
町
全
体
の
生
活
を
ど
う
向
上

さ
せ
て
い
く
か
、
こ
の
こ
と
が
「
新

し
い
町
創
造
計
画
」
策
定
の
、
も
っ

と
も
基
本
的
な
課
題
で
す
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
町
づ
く
り
で

一
番
肝
心
な
こ
と
は
、
住
民

一
人
ひ

と
り
の
行
動
の
中
に
「
そ
れ
な
ら
自

分
で
も
や
れ
る
」
「
自
分
も
や
っ
て
み

よ
う
」
と
い
う
内
発
的
行
動
が
な
く

て
は
、
共
有
す
る
町
づ
く
り
創
出
は

新しい町創造の戦略
戦 略

望
め
ま
せ
ん
。

町
づ
く
り
は
理
論
で
な
く
、
私
た

ち
の
体
や
心
で
伝
え
あ
う
、
協
調
と

実
践
の
姿
こ
そ
が
町
の
活
性
化
に
つ

な
が
り
ま
す
。丁

「
新
し
い
町
創
造
」
の
中
で
ダ
ム
建

設
の
諸
計
画
を
さ
け
て
通
る
こ
と
が

で
き
ず
、
今
後
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を

し
め
て
来
ま
す
。

大
型
事
業
も
ど
ん
ど
ん
取
り
組
ん

で
ゆ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

行
政
の
果
た
す
役
割
も
ま
す
ま
す

大
き
く
な
り
ま
す
が
、
地
域
や
住
民

の
果
た
す
役
割
も
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。

社
会
基
盤
の
充
実
、
生
活
環
境
の

，
新
し
い
町
創
造
と
は
、
行
政
が
果

た
す
役
割
を
は
っ
き
り
さ
せ
、

主
役

で
あ
る
住
民
や
各
種
団
体
・
企
業
が

塁
し
、
相
互
の
共
通
目
標
に
向
か
っ

て
実
践
し
て
い
く
計
画
で
す
。

改
善
、
産
業
・
経
済
の
活
性
化
等
、

諸
条
件
の
整
備
を
積
極
的
に
進
め
、

ダ
ム
建
設
は
絶
対
、
町
全
体
の
住
民

生
活
向
上
と
地
域
の
振
興
に
役
立
て

て
行
く
ん
だ
と
い
う
信
念
が
必
要
で

す
。

口
「
新
し
い
町
創
造
計
画
」
で
は
、
次

表
の
と
お
り
三
つ
の
項
目
を
設
定
し

さ
ら
に
、
そ
の
目
標
や
政
策
の
実
現

の
方
向
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
八

つ
の
目
標
を

戦
略
と
し
て

定
め
て
い
ま

す。
個
性
的
な

新
し
い
町
づ

く
り
に
つ
い

て
、
順
次
広

報
で
掲
載
し

て
い
ぎ
ま
す
。

次

回

は

「
資
源
を
い

か
す
」
町
づ

く
り
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。
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R 躙前毎 (4)

ご存じですか

肱川町の面積は

63.28屈です。

国士地理院では、昭和30年に 5

万分の 1地形図を基準として全国

の市町村別面積の測定を行い、昭

和36年に基本測量成果 として公表

して以来、毎年所定の修正を加え

公表 しています。

肱川町でも昭和63年10月 1日時

点の面積が官報で公告され、 63.2

8畑に裂更になりま した。 これま

では63.35血でした。今でも変更

以前の面積を記憶されている方が

多い と思われますのでお知らせし

ます。

中
居
谷
農
産
加
工
場
で
は
、
こ
の

ほ
ど
、
現
在
の
加
工
場
の
前
に
、
木

造

二
階
建
床
面
積
二
百
八
十
八
平
方

メ
ー
ト

ル
の
加
工
場
を
増
築
し
ま
し

こ。t
 こ

れ
は
今
ま
で
、
か
き
も
ち
を
干

す
場
所
が
狭
い
た
め
、
集
会
所
等
の

施
設
を
借
り
て
い
ま
し
た
が
、
製
造

が
多
く
な
り
場
所
の
確
保
が
困
難
に

な
っ
た
た
め
、
町
特
産
開
発
推
進
事

業
の
補
助
六
百
八
十
八
万
五
千
円
を

受
け
、
昨
年
十

一
月
に
着
工
し
て
い

た
も
の
で
す
。

中
居
谷
農
産
加
工
場
は
昭
和
六
十

四
年
三
月
に
加
工
場
を
建
設
し
、
地

域
の
農
産
物
を
利
用
し
て
、
よ
も
ぎ

も
ち
、
か
ぎ
も
ち
の
製
造
販
売
に
取

り
組
み
、
そ
の
後
製
造
量
も
増
大
し

順
調
に
経
過
し
て
い

ま
す
。
ま
た
最

増築した中居谷農産加工場

近
は
そ
ば
も
ち
の
製
造
も
始
め
て
い

ま
す
。

中
居
谷
農
産
加

I
場

新
し
く
加
工
場
を
増
築

あなたはこれでもシー トベルトを締めませんか？

平
答
時
速
約
七
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
ま
で
で
す
。
時
速

四

O""'
五

0
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
走
行
し
て
い
れ

ば
、
と
て
も
ベ
ル
ト
な

し
で
は
耐
え
ら
れ
ま
せ

ん。

/／

□三忍
問

、ソ

ー
ト

ベ
ル
ト
を
締

め
て
い
な
い
だ
け
で
免

許
が
停
止
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

答
取
締
り
を
受
け
て
点

数
切
符
を
切
ら
れ
る
と

「
一
点
」
の
減
点
と
な
り

ま
す
か
ら
、
六
回
取
締

ま
り
を
受
け
る
と
免
許

は
停
止
処
分
と
な
り
ま

す
。
現
在
、
県
警
察
を

挙
げ
て
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
取
締
り
を
強
力
に
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

問
、
ソ
ー
ト
ベ
ル
ト
な
し

て
自
力
で
耐
え
ら
れ
る

衝
撃
は
時
速
何
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
？

問

時

速
六

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
衝
突

し
た
時
の
衝
撃
は
？

問

シ
ー
ト

ベ
ル

ト
を
締
め
て
い
る

と
、
死
亡
保
険
金
の
額
が
割
増
し

に
な
る
と
聞
き
ま
し
た
が
？

答
自
動
車
保
険
の
搭
乗
者
傷
害
保
険

に
加
入
し
て
い
れ
ば
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
締
め
て
い
る
と
死
亡
保
険
金
の

額
が
割
増
し
に
な
り
ま
す
。

i
 

く

こ

＝
園
南
寺
育
子
ち
ゃ
ん
（
道
野
尾
）

-

平

成

2
年
6
月

20
日
生

1
歳
11
か
月

答問
軽〇ぎ〇す部、ノ〇 ど
減運ま身°や卜衝次 ん、ン
さ転す体 胸 ガ 突 の な l
れ姿 ゜を 部ラの様 効卜
ま勢 固 をス際な 果 ベ

す。農予含？三璽誓t
く て けソ 員 が るを
な 車 る ド が ぁ の締
り 外のル車り で
疲放 を等内ま し塁
労 出防只です よぃ

贋喜 t頭： ゜；；喜
_Noくれ初L〉⑲

答
ビ
ル
の
四
階
の
屋
上
か
ら
飛
び
降

り
て
、
地
面
に
激
突
す
る
時
の
衝
撃

に
相
当
し
ま
す
。

シートベルトは
命綱

は
じ
め
ま
し
て
、
育
子
で

す
。
今
で
は
、
も
う
、
す
っ

か
り
、
お
姉
ち
ゃ
ん
ら
し
く

な
っ
て
、
弟
の
と
し
君
の
面

倒
を
見
る
事
が
す
こ
ー
し
出

来
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
で

も
、
時
々
反
対
に
泣
か
さ
れ

る
様
に
も
な
り
ま
し
た
。

こ
な
っ

岡
本
小
夏
ち
ゃ
ん
（
大
屋
敷
）

平
成
2
年
6
月

1
6
日
生

1
歳
11
か
月

小
さ
い
頃
は
、
よ
く
男
の

子
に
間
違
え
ら
れ
て
い
た
子

が
、
今
で
は
、
し
ぐ
さ
な
ど

女
の
子
ら
し
く
な
っ
て
き
て
、

い
つ
も
元
気
に
遊
ん
で
ま
す
。

六
月
に
は
、
お
姉
ち

ゃ
ん

に
な
る
の
で
、
や
さ
し
い
子

に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

．ょう賽 ミ．．

お父さん
勝 也 さ ん(24歳）

お母さん
あけみさん(24歳）

お父さん
ひろしさん(30歳）

お母さん
里子さん(24歳）
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図 鰯 囀

◎
お
年
玉
賞
品
の
引
換
期
限
は
、
ニ

月
十
五
日
ま
で
で
す
。

肱
川
町
内
か
ら

二
等
―
―

本
大
当
た
り
'
・

お
年
王
付
年
賀
葉
書

の
賞
品
引
き
換
え
は
お

済
み
で
す
か
。
も
う

一

度
く
じ
番
号
を
見
直
し

の
う
え
期
限
ま
で
に
お

引
き
換
え
く
だ
さ
い
。

◎
か
も
め
ー
る
（
暑
中

見
舞
薬
書
）

2 包

ファミリー‘且

A• 
共通

3 等

ふるさと小包賞

A・B組

共通

下 5けた

4 等

ふるさと切手
シー トアルバム賞

5 等

お年天切手

シー ト 賞

六
月
一
日
よ
り
発
売
中

ガ
マ
と
カ
ワ
セ
ミ
、
し
お
さ
い
、
虹

4

の
か
け
橋
、
無
地
の
四
種
類
で
す
。

お
早
め
に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

[
口
計

A・B組

共通

下 3けた

A・B組

共通

下 2桁

第
――
―
十
九
回
、
町
税
完
納
表
彰
式

が
、
四
月
二
十

一
日
肱
川
町
公
民
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

龍

当

日

は

、

昭

和

三
十
一

完

年

度

か

ら

連

続

三

十

五

年

て

完

納

さ

れ

た

白

石

納

税

組

ノ
合
の
他
、
五
納
税
組
合
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
肱
川
町
は
、
昭
和

続連

四

十

九

年

度

か

ら

十

八

年

り

連

続

し

て

全

組

合

が

完

納

と
い
う
立
派
な
成
績
と
な

8
 

ーゞ
り

ま

し

た

。

ヵ
肱
川
町
で
は
、
町
税
の

納
税
奨
励
を
は
か
る
た
め
、

合紺

昭

和

二
十
八
年
度
か
ら
納

秒

税

組

合

に

対

し

、

納

税

成

納
績
が
良
好
な
組
合
に
は
、

全

完

納

報

償

金

を

支

給

す

る

と
と
も
に
、
多
年
に
わ
た

り
連
続
し
て
町
税
を
完
納
さ
れ
た
組

合
を
表
彰
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

平
成――
一年
度
の
町
税
に
対
す
る
完
納

報
償
金
は
、
五
百
五
十
九
万
九
千
四

百
―
―
十
三
円
が
支
給
さ
れ
、
各
部
落

に
お
い
て
活
動
資
金
等
に
充
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
納
め
て
い
る

税
金
は
、
住
み
よ
い
豊
か
な
町
づ
く

り
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
が
税
に
対
す
る
深
い
ご
理
解

を
い
た
だ
ぎ
平
成
四
年
度
に
お
い
て

も
全
組
合
が
完
納
と
な
る
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
表
彰
さ
れ
た
納
税
組
合
は

次
の
と
お
り
で
す
。

――
―
十
五
年
連
続
完
納
組
合

白
石
納
税
組
合

三
十
年
連
続
完
納
組
合

萩
野
尾
・
久
保
・
小
倉
納
税
組
合

―
―
十
五
年
連
続
完
納
組
合

影
地
納
税
組
合

二
十
年
連
続
完
納
組
合

下
嵯
峨
谷
納
税
組
合

£L 
山本

松本

大介くん

汐里ちゃん

西田 和希くん

周藤 直美ちゃん

中宮 隆志くん

久保田理沙ちゃん

不法電波はみんなの迷惑

ルールを守って正しく使いましょう。
電波は、音と同じように同時に同じ電波が使用されると混信

して電波が使えなくなって しまい ます。電波をできるだけ多く

の人が、公平に、しかも効率的に使用できるようにするために、

《電波法》では、電波を正しく 使用する ルールを定めています。

電波は、 《電波法》に定められたルールを守って正しく使い

ましょう 。

中野尋由輝くん

マ・
岡本

宮岡

麻美ちゃん

愛ちゃん

平
成
―――
年
度
は
三
歳
児
健
診
受
診

ゼ
ロ

者
二
十
九
人
中
、
ム
シ
歯
0
の
子
は

左
記
の
九
人
で
し
た
。

子
ど
も
の
歯
の
健
康
の
た
め
の
育

児
ポ
イ
ソ

ト
は
二
つ
。
正
し
い
食
生

活
と
歯
み
が
き
習
慣
を
身
に
つ
け
る

こ
と
で
す
。

乳
歯
の
健
康
は
、
永
久
歯
の
健
康

の
鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。

一
生
を
自

分
の
歯
で
豊
か
に
暮
ら
せ
る
か
、
否

か。

―――
歳
ま
で
の
歯
の
状
態
が
決
め

手
で
す
。

子
ど
も
の
中
歯
予
防
は
お
母
さ
ん
の
役
目
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腎
機
能
検
査
の
代
表
と
し
て
、
尿

素
窒
素
、
尿
酸
、
ク

レ
ア
チ
ニ

ソ
を

用
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
中

で
腎
機
能
障
害
に
最
も
忠
実

な
も
の
は
ク
レ
ア
チ
ニ
ソ
で

す
。ク

レ
ア
チ
ニ
ソ
は
、
筋
肉

運
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し

て
働
い
て
い
る
ク
レ
ア
チ
ニ

ソ
と
い
う
タ
ソ
パ
ク
質
の
最

終
産
物
で
、
腎
臓
か
ら
尿
中

ヘ
排
泄
さ
れ
ま
す
。
腎
機
能

が
障
害
さ
れ
る
と
尿
中
へ
の

排
泄
が
妨
げ
ら
れ
そ
の
結
果

◎◎R①◎①RR 

腎

機

ヒヒ
ム
日
2

こ
の
ほ
ど
肱
川
中
学
校
で
は
生
徒

の
発
案
に
よ
り
、
炭
窯
の
名
称
を
正

ふ
う
じ
ん
が
ま

式
名
称
「
風
神
窯
」
、
愛
称
「
ふ
う
た

ん
」
（
風
炭
）
に
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
炭
窯
は
、
先
人
の
知
恵
や
生

活
を
体
得
し
よ
う
と
、
昨
年
の
十
月

二
十
九
日
に
火
入
式
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
三
回
の
炭
焼
を
行
い
肱
川

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
、
生
徒
た
ち
の
バ

ー

ベ
キ
ュ
ー
大
会
等
に
利
用
し
て
き
ま

し
た
。

名
称
は
全
校
生
徒
の
人
気
投
票
で

決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

今
回
決
定
し
た
「
風
神
窯
」
と
「
ふ

う
た
ん
」
が
同
数
と
な
り
な
か
な
か

⑲
”
決
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
協
議
の

血
中
ク
レ

ア
チ

ニ
ソ
は
増
加
し
ま
す
。

尿
素
窒
素
も
ク
レ
ア
チ

ニ
ソ
と
同

じ
様
に
体
内
の
タ
ソ
パ
ク
質
の
最
終

産
物
で
、
尿
酸
は
核
酸
と
い
う
物
質

の
最
終
産
物
で
す
。
そ
し
て
、
ク
レ

ア
チ
ニ
ソ
は
筋
肉
内
の
タ
ソ
パ
ク
の

産
物
と
、
そ
の
源
流
を
異
に
し
て
い

る
の
で
、
こ
れ
ら
の
数
値
の
変
化
を

考
え
る
と
き
は
、
腎
以
外
の
要
因
を

も
追
求
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

肱
川
町
で
も
、
平
成
四
年
度
の
成

人
病
検
診
か
ら
、
必
要
な
方
に
「
ク

レ
ア
チ
ニ
ソ
」
の
血
液
検
査
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

結
果
二
つ
の
名
称
を
採
用
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

炭
窯
の
名
称
決
ま
る

肱

川

中

学

校

Iしないさせない自動車の不正改造］
人より目立ちたいから、荷物をたくさん積みたいから等の理由

で、自動車を不正改造していませんか。

自動車は構造装置について、保安基準が定められていて、この

基準に適合 しなければ、運行できません。

保安基準に適合しないような不正改造を行った自動車は、安全

性の確保が著しく損なわれて危険であるばかりでなく、排出ガス、

交通騒音などを発生させて社会に迷惑をかけることになります。

ー不正改造車は、 危険で、 社会の迷惑一

運輸省では昨年度に引続き、本年度も 6月と 7月の 2ヶ月間

「不正改造車の排除運動」を全国的に展開することに していま す。

不正改造車を排除し、自動車を正 しく利用しま しょう。

四国運輸局愛媛陸運支局

松山市森松町1070

(0899) 56-1561 

｀圧交通事故ご相談

相談日：月曜から金曜

午前 9時半～午後 4時40分

◎専門の相談員が親身になって

ご相談に応じます

◎弁護士相談日

毎週木曜日 午後 1時～4時

●電話の相談もお受けします

80899-45 -2335（直通）

G 

社団法人 日本損害保険協会

松山自動車保瑳青求相談センター
松山市花園町 1-3日本生命松山市駅前ビル 6階

w" 
w" 

W
川

国
民
年
金
に
は
、
二
十
歳
以
上
六

十
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
加
入
し

て
い
て
も
配
偶
者
の
退
職
・
転
職
又

は
本
人
の
就
職
・
結
婚
等
の
場
合
に

は
、
そ
の
都
度
届
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

特
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
の
奥
さ
ん
と

し
て
国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者

に
な
っ
た
場
合
、
保
険
料
は
ご
主
人

が
加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
で
負
担

し
て
い
ま
す
の
で
、
直
接
納
め
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
種
別
変
更
の

届
出
が
必
要
で
す
。

奥
さ
ん
や
ご
主
人
に
異
動
が
あ
っ

た
場
合
は
、
速
や
か
に
役
場
に
届
出

を
し
て
下
さ
い
。

届
出
が
遅
れ
る
と
、
後
か
ら
ま
と

め
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ

た
り
、
将
来
年
金
を
受
け
と
る
た
め

の
期
間
が
足
り
な
い
と
い
う
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
特
に
注
意
し
て
下
さ

、0し
詳
し
く
は
、
役
場
の
国
民
年
金
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は
必
ず

国
民
年
金
の
手
続
き
を
＇

R
R
◎
④
⑨
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会
長
に
福
田
保
氏
を
再
選

理
事
会
・
評
議
員
会
を
開
催

平
成
四
年
度
の
理
事
会
及
び
評
議

員
会
を
五
月

二
十
五
日
に
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

午
前
中
、
創
作
館
に
お
い
て
理
事

会
を
開
催
し
、
平
成
三
年
度
の
事
業

報
告
と
決
算
の
認
定
、
又
、
任
期
満

了
に
よ
る
会
長
及
び
副
会
長
の
互
選

を
行
い
、
会
長
に
福
田
保
氏
、
副
会

長
に
宮
田
義
盛
氏
が
決
ま
り
ま
し
た。

午
後
は
、
基
幹
集
落
セ
ソ
タ
ー
に

お
い
て
、
評
議
員
会
を
開
催
し
、
平

成
三
年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
の
承

認
に
つ
い
て
を
議
題
と
し
、
原
案
ど

お
り
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
新
理
事
は
、
下
記
の
と
お

”
り
で
す
。老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
定
期
総
会
開
催

五
月
十
五
日
午
前
九
時
よ
り
、
肱

川
町
公
民
館
に
お
い
て
、
平
成
四
年

度
の
定
期
総
会
が
、
町
長
さ
ん
、
議

長
さ
ん
を
は
じ
め
多
数
の
ご
来
賓
の

も
と
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

連
合
会
の
総
会
は
、
町
内
七
単
位

の
老
人
ク
ラ
ブ
の
班
長
以
上
の
方
で

構
成
さ
れ
、
六
十
七
人
の
会
員
が
出

席
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
計
画
で
は
、
二
十
一
世
紀
に

向
け
明
る
＜
豊
か
な
長
寿
社
会
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
、
新
し
く
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
、
「
生
き
が
い
づ
く
り
推

進
事
業
」
を
実
施
し
、
高
齢
化
社
会

に
対
応
で
き
る
老
人
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

平
成
四
年
度
の
計
画
等
を
原
案
ど

お
り
承
認
後
、
長
浜
町
の
村
上
滋
則

氏
の
「
お
と
し
よ
り
の
た
め
の
薬
の

知
識
」
に
つ
い
て
の
講
浪
を
開
ぎ
、

薬
に
対
し
て
の
知
識
を
身
に
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。

な
お
、
連
合
会
及
び
単
位
老
人
ク

ラ
ブ
の
役
員
等
は
、
下
記
の
表
の
と

お
り
で
す
。

社会福祉法人

会長

副 会 長

理 事

(11人）

肱川町老人クラブ連合会役員名簿

役職名 氏 名 備考

連合会長 宮田 静 中 津

連合副会長 西本 源格 正 山

皿臣ヒ 事 飛野 虎生 正 山

監 事 浜田 ふヌ 大 谷

◎各単位老人クラブ会員数

監 事

(2人）

※任期

（共同募金委員会長）

（民生委員総務）

（町長）

（議会議長）

（教育長）

（教育委員長）

（公民館長）

（消防団長）

（婦人会長）

（老人クラブ会長）

（町 PTA連合会長）

翌 （青少年育成指導員）

章裕 （青年団長）

清茂 （町監府委員）

坂 イ米恵子 （民生委員）

平成4年5月26日～平成 6年5月25日まで

保

盛

和

次

人

治

勝

教

子

静

保

義

計

勇

幸

好

道

世

千

下

永

田

山

野

井

田

山

冨

宮

福

金

大

岩

福田

宮田

大野

冨永

増田

谷本

格本

肱川町社会福祉協議会役員名簿

クラブ名 男 女 計

正 山 60人 68人 128人

中 央 37 63 100 

大 谷 30 54 84 

小 藪 38 41 79 

予子林 37 55 92 

岩 谷 29 23 52 

中 津 7 16 23 

計 238 320 558 平成 4年度老人クラブ連合会定期総会

◎各単位老人クラブ役員名簿

クラフ名 会 長 副 会 長 婦人部長

正 山 西本源格 桜田 博 兵頭藤子 兵頭藤子

中 一央 曽根久幸 今岡安盛 山内 幸

大 谷 前田 武 兵頭定雄 香渡カネコ 香渡カネコ

小 藪 中居喜代光 兵頭芳一 上原知 工子

予子林 畦崎 伸穂 宮田義盛 林 ノヽ ；レエ

岩 谷 森岡 鶴男 城戸寿賀イ身 松田ア サ コ

中 津 宮田 静 二宮 豊 水口恵美子

り：

〇

協

生

谷

本

恒

雄

さ

ん

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら
ご
寄

付
を
頂
き
ま
し
た。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志
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五
月
七
日

肱
川
町
公
民

館
で
、
第
十

二
回
肱
川
町

椎
茸
共
進
会

は
、
町
と
森

林
組
合
の
主

催
で
、
ほ
だ

場
、
ほ
だ
木

の
部
に
四
十

二
点
、
乾
し

い
た
け
五
キ

ロ
の
部
に
三

十
二
点
、
七

共 進 会 表 彰
ー犬

況

百
グ
ラ
ム
の
部
に
百
三
点
の
出
品
が

あ
り
、
審
査
に
よ
っ
て
、
各
部
合
計

で
――
―十
七
点
が
入
賞
、
入
賞
者
へ
、

賞
状
、
賞
品
が
贈
ら
れ
た
。
入
賞
者

は
、
下
記
の
通
り
で
す
。
益
々
低
コ

ス
ト
、
良
品
作
り
に
努
力
を
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

森
林
組
合
創
立
四
十
周
年
記
念
式

典
に
は
、
八
幡
浜
地
方
局
大
洲
出
張

所
長

・
山
内
晴
夫
殿
、
愛
媛
県
森
林

組
合
連
合
会
参
事

・
山
口
英
昭
殿
、

日
本
ぎ
の
こ
セ
ソ
タ
ー
顧
問

・
馬
屋

原
毅
殿
、
は
じ
め
、
町
内
外
関
係
の

ご
来
賓
の
ご
臨
席
と
、
組
合
員
多
数

の出席があり、昭和二十七年、

三月創設からの森林組合の歩み

が報告され、その間における、

肱川林業振興並びに、森林組合

事業等に、功績が顕著でありま

す、冨永広さん他三十四名の方々

に、県森林組合連合会、肱川町

長、森林組合長の、表彰や感謝

状が、贈呈された。

森林組合創立四十周年の、記

念すべぎ年を迎える事が、でき

ましたことは、組合員の皆様方

の、御努力と、御協力の賜であ

り、県をはじめ、町当局又、各

関係機関の、御指導、御支援に

よるものであります。

森林を守り、緑を持続するこ

とは、地球規模の重要な課題と

なりましたが、肱川町において

は、肱川グリーソサービス会

(HGS)の強化に努め、間伐の

推進、林道、作業道等開設によ

る、森林経営基盤の整備をはか

り、優良林造成施業の実施と、

組合事業の、充実拡充がなされ

真の組合事業が拡大されること

が、要望されている所でありま

す。肱川町のこの美しい自然に、

地域の人の知恵が、投入されて

こそ、新しい林業が育ち、町づ

くりがでぎる森林組合の歩みが、

将来へ伸びてゆくことでありま

しょう。

等級 部 門 部 落 氏 名 等 級 部 門 部 落 氏 名

特等賞 ほだ場ほだ木の部 白 石 森 繁夫 7 0 0 g の部 中 居谷 二 宮繁雄

5 k g の部 中 居谷 二 宮 繁雄 ” 大 和 山内 吉晴

7 0 0 g の部 中居谷 永田 喜洋 努 力 賞 ほだ場ほだ木の部 山 槌 有友 勇

ー等賞 ほだ場ほだ木の部
品＿ 

城 畦田 和弘 ” 見の越 ‘晶一氷‘ 昌治

5 k g の部 中居谷 西本 資久 ” 月 野尾 山口 清

7 0 0 g の部 小 藪 森本 正吉 5 k g の 部 協 生 石田 利 寿

二 等賞 ほだ場ほだ木の部 小 藪 森本 正吉 ” 小 藪 森本 正吉

5 k g の部 中居谷 西本 資久 ” 瓜 生谷 山中 美茂

” 白 石 森 繁夫 7 0 0 g の部 汗 生 土居 哲雄

7 0 0 g の部 森 兵頭 達行 ” 辻ノ‘ 栄 栗木 亀茂

” 小 藪 森本 正吉 ” 中居谷 上野 光孝

” 中居谷 西本 源格 ” 中居谷 永田 喜洋

三 等賞 ほだ場ほだ木の部 .:±f::. /‘ 栄 栗木 亀茂 ” 中居谷 西 本繁次郎

” 肱 栄 菅野 初男 ” 大 和 片山 一郎

5 k g の部 中居谷 永田 喜洋 ” 小 藪 谷 田 通泰

” 中居谷 二宮 繁雄 ” 月野尾 山 口 清

” 見の越 、晶一 氷‘ 昌治 ” 上敷水 芦匡！氷‘ 和 夫

7 0 0 g の部 中 居谷 大野 公甫 ” 上膨我谷 竹 森 高幸

” 中居谷 西本 資久

共
進
会
入
賞
者
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昭
和
二
十
六
年
八
月
一
日
新
森
林

法
施
行
に
伴
い
追
補
責
任
の
旧
組
合

は
協
同
組
合
に
組
織
が
変
更
さ
れ
、

組
合
員
に
直
接
奉
仕
す
る
機
関
と
し

て
森
林
施
業
の
合
理
化
と
森
林
生
産

カ
の
増
進
を
図
り
併
せ
て
組
合
員
の

経
済
的
、
社
会
的
地
位
の
向
上
を
期

す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
り

ま
す
。然

る
に
当
時
村
内
に
は
、
大
谷
、

宇
和
川
、
河
辺
、
の

三
組
合
が
存
立

し
て
い
ま
し
た
が
、
各
々
の
組
合
が

組
合
員
の
意
向
を
あ
つ
め
合
併
の
重

要
性
を
認
識
し
村
当
局
を
は
じ
め
行

政
機
関
の
指
導
を
受
け
三
組
合
の
関

係
者
が
協
議
、
検
討
を
重
ね
具
体
的

な
合
併
案
を
提
示
し
て
協
力
を
求
め

こ
。

t
 合

併

案

一
、
大
谷
森
林
組
合
の
名
称
を
肱
川

村
森
林
組
合
と
改
め
、
そ
の
地
区

を
肱
川
村

一
円
と
す
る
。

二
、
宇
和
川
、
河
辺
両
組
合
は
各
々

解
散
し
た
る
後
大
谷
森
林
組
合
を

組
織
変
更
し
た
、
肱
川
村
森
林
組

合
に
新
た
に
加
入
す
る
。

四
、
事
業
内
容

①
教
育
指
導

②

種

苗

生
産

③
施
業
受
託
④
受
託
販
売

二
、
執
行
体
制

三
、
財
務
の
確
立

出
資
総
額

一
、
二

0
0
、

0
0
0
円

（
一
ロ

―
1
0
0
円

五
反
歩
に
つ
き

一
口
）

――
一組
合
は
、
合
併
案
を
総
会
に
付

議
し
て
決
定
し
、
大
谷
森
林
組
合
が

行
政
庁
へ
認
可
手
続
き
を
と
り
、
昭

和
二
十
七
年
二
月
五
日
認
可
を
受
け

昭
和
二
十
七
年
――
一月
三
日
登
記
完
了

し
て
肱
川
村
森
林
組
合
が
設
立
さ
れ

こ
。

t
 

合
併
前
の
組
合
長

宇
和
川
森
林
組
合
長

谷

本

義

光

河
辺
森
林
組
合
長

池
田
万
千
雄

大
谷
森
林
組
合
長

三
好

朋
義

職監理

員事事

3 3 12 
名 名 名

運
営
の
基
本

一
、
経
営
基
盤

五、

0
0
0町
歩

肱
川
町
森
林
組
合
の
歩
み
の
概
要

職

員

数

昭
和
27
年

昭
和
30
年

昭
和
35
年

昭
和
4
0
年

昭
和
45
年

昭
和
50
年

昭
和
55
年

昭
和
60
年

昭
和
63
年

平
成
3
年

3
名

3
名

3
名

4
名

7
名

9
名

9
名

10
名

U
名

9
名

会
監理総総議
事事代 の
会会会会 開

催

81142 23 18 
回回回回

就
任
し
た
役
員
数

理

事

80
名

監

事

22
名

計

102
名

名

変

几
又―-＝ロ

立

昭
和
27
年

3
月

3
日

肱
川
村
森
林
組
合

昭
和
36
年
3
月
6
日

肱
川
町
森
林
組
合

初
代
組
合
長

三

好

朋

義

(
2
7
.
2
.
2
0ー

2
7
.
4
.
1
5
)

二

代

組

合

長

山

田

庄

太

郎

(
2
7
.
4
.
1
6
i
3
9
.
2
.
2
1
)
 

三

代

組

合

長

香

川

亀

久

次

郎

(39
.
2
.
22ー

57
.
2
.
2
1
)

現

組

合

長

河

野

美

治

(
5
7
.
2
.
2
2
~

現
在
）

■事業の推移（取扱高） 単位：千円

年度 指導 販売 購買 利用 金融 管理 年度 指導 販売 購買 ＇利用 金融 管理

昭和
65 3,455 502 3,559 2,725 422 

昭和
3,330 338,872 72,862 54,630 26,469 42,610 

30 55 

35 433 11,963 1,556 5,280 1,817 1,167 60 2,874 157,833 87,780 180,522 24,390 40,676 

40 433 29,140 4,323 16,994 27,053 2,571 63 3,136 182,095 67,607 214,146 2,700 49,245 

45 435 107,701 13,893 22,959 65,580 6,894 
平成

4,057 198,466 45,379 146,819 0 54,327 
3 

50 2,627 251,160 39,459 31,085 34,200 22,878 
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■作業班員数の推移 ■組合員数、出資金の推移 単位：千円

年度 人 数 年度 人 数 備考

昭和 昭和
65 102人12 

30 55 

35 22 60 57 136人

40 28 3 62 134人

45 40 

50 26 

年度 組合員数 出資金額 年度 組合員数 出資金額

昭和
331 321 

昭和
925 10,258 

27 50 

30 553 830 55 831 26,887 

35 747 1,155 60 863 27,898 

40 818 4,967 63 863 29,760 

45 841 7,550 
平成

869 43,650 
3 

■視察者状況

森林組合事業状況視察者

（昭和32年～平成 3年）

244件 4,402名

■林業振興事業の状況

第 1次林業構造改善事業

第 2次林業構造改善事業

間伐促進特別対策事業

地域林業振輿緊急特別対策事業

森林総合整備事業

山村林業構造改善事業

林産集落振典対策事業

事 業 費

72,000千円

194,000千円

38,000千円

36,000千円

458,000千円

530,000千円

70,000千円

実施年度

43.~45 

49.~52 

53.~ 

54.~ 

56.~ 

57.～元

59. ~62. 

枝
打
ち
林
分

ヒ
ノ
キ
四
0
年
生
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JAOO-Je 
./AJA貯金

JAは農協の新しい愛称です，

定 期 積 金

去
る
六
月

一
日
よ
り

七
月
三
十

一
日
ま
で
の

二
ヶ
月
間
、
県
下

一
斉

に
金
融
夏
期
推
進
運
動

が
始
ま
り
ま
し
た
。

,

l

 

の

の

の

)
-

）
-

）
 

も

円
円
一円
円
円
円
円
円

`
3
7
5
5
0
1
625625
301750
201
-875101 

畠

畠

年

一回立
国
1
1
1
7
4
7
g373
5

4

3

3

⑨

2
 

す

（

（

二
992:/24994 [／

[
/
/
1

円

fil["〗59喝；！i［fi,：:'日日塁月置iIiI｛星i＇’~

---「毎；＂i，＿ooo--,;;-了叢西ふ10円了
▲ 田 li麦受取千定99495,103円

- --------- --
毎月 8,200円 心 9炉年2回 10000円）

I紅11配受取子定,;495,0831'1 
----.. -
毎月 13,400isI叢炉回 12910円）

悦弓 1 i麦受取子定·~ 496,283円
- -- ---.... ・-----・----. 
毎月 10,0001'1（喰99年2回 20000円）

悦5li麦受取子定9月
ー 9 --

496,1761'1 
-----

毎月 20,000円 （最I'回 i)985円）

悦51i麦受取子定躾 497,4981'1 --~ 
毎月 12,0001'1'屯96年2回 50000円）

I冦 If反受取予定9貞497,2521'1 ! 1 - - ----’ 

2年 (24回） I 1年 (12回）

1.231,250円 608.125円
(IZ.25,001円） （606,501円）

喜 塁］喜賃闘
492.500円 241250円
(490.000円 ） l （242.601円 ）

← .  ・---.  

246.250円 121.625円
(245.0QI円 ） I_(12_1}01円） 」

金
融
夏
期
推
進
運
動

ー
実
施
中
ー

J
A
肱
川
で
も
、
こ
れ
に
合
わ
し

定
期
積
金
を
は
じ
め
、
若
い
女
性
向

け
の
特
典
付
定
積
（
サ
エ
ラ
）
そ
の
他

定
期
貯
金
等
の
推
進
を
行
っ
て
居
り

ま
す
。

又
い
っ
そ
う
利
用
し
や
す
く
成
っ

た
、
各
種
ロ

ー
ソ
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
も
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
も
の
を
お

す
す
め
致
し
て
お
り
ま
す
。

カ
ー
ド
時
代
と
言
わ
れ
る
今
日
、

使
っ
て
便
利
な
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド、

協
同
カ
ー
ド
も
こ
の
機
会
に
是

非
共
ご
利
用
下
さ
い
。

J
 

A各種ロ ン

~: 翌／自動車ローン ／ 
ゃ ワイドカードローン

（こ利用いただける方 ）満20歳以上の方

（こ 融資 額 ）300万円以内

（こ融 資期閻）6か月以ヒ5年以内

（必要な●類）健康保険証等
収入証9月苔、兒In苔・契約芥等

（コ 1J用いただける方 ）i批20,汲以 I．．の）i

（こ 融資額）50・100・200・300/jIり

（こ融 資 期間 ）1年(n動虹祈I

（必要な 書類）収入，i正l'，1限 随Ill保険証万

9/ 
埒夕配砕

→三バローン
（ゴリ用いただける方 ）滴20歳以上の方

（こ 融資額）300万円以内

（こ融資期間 ）6か月以上5年以内

'（必要な●類）収入証明苔．Ill康保険圧写
!1.fn杏・契約苔守

レ
(l)が

：パローン［字：::
（ご利用いただける方）満20薩以上60歳以下の組合ハの方

＂員十庇ー返済の場合はこの鼠りてはあり£せん9

（こ 融資 額）30万円～3.000万円以内

（ご 融資 期閾 ）3年以ヒ30年以内

収入証明苔．住民票

（必要な●類）土地の登記簿腔本． t地の公図

t事請R契約脊、売買契約杏等

9 • • 

峡€ひ
砂—

ロロムローン[:::::~:
（こ利用いただける方 ）

滋20汲以上60il!以ドのHI合itの｝i
(1,i終Irr心時の満年齢が70薩以ト・1

（こ融 資額）101il'l~500Jiμ]以内

（こ恐 資 期 間 ）1年以上］0年以内

収人証明行、エ~•Jl.1,1杏 · 契約苔
（必要な書類）七地・建物の登記簿lや本．

健／；；1栞検証呼

ン
硲校以 lこの学校にi.t•こや予定（社学

（ご利用いただける方 ）中を含む） の （-9;をお持ちの滴209凌
以 I・・の組合iiのIi

（こ融資額）300/il'I以内

（ご融 資 期 問 ）や業後5年以内

（必要な 書類）
収人証l'，1;'I、健1兵1公検，,,1邪
合格直~, ;~ ・ (£ ·学証 l '， 1,9F内

金ローン
満20改以 Lの定期Ill令こ•契約打て

（さり用いただける方 ）融で＂iてに6回以卜のI祈定の掛込

|991数を完 Tしているill合ii/J)／i

（ご 融資 額 ）2()()／il'I以l勺

（こ 融 資 期 間 ）加 女定期積令の満期11

（必要な書類）収人ふl'，1,9t.'、CIりIIn令出’f
建I兵保険証方．兄I,＇i,9r・契約，9F下

／ 
あ 営農ローン
（ ご利用いただける方）滋20<ll以 1一の~I /H iの ）」

（こ融 資額）2001il')以内

（こ融資期間）l年(「If//更祈I

（必要な書類）4丈A,iilt/1,9t
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i /＿＿這疇 ...J戸 'i 
！ 優良材生産は直材づくりから．I ！ 
！ 

椎茸生産はクヌギ林造成から．I ! 
！ ！ 
！ 平成4年5月27日 i肱川町森林組合乾椎茸相場表 I

｝ 県森連 市 況 大洲木市より （単位m'当り・円） 1 市 売日 平成4年 5月15日 ！ 
！ 1. 販売数羹 •• 90ケ ー ス 1,506.okg ! 

！ 長さ末口径
ス ギ ヒノキマッ 1. 乎均単価 5,090円 ！ 

直曲がり直曲がり 直
その他！ 1. 銘柄別単価

! 7 cm下本 380本 250 本 460 本 250 松 パ ル プ 銘 柄 平 価比率％ 銘 柄 m lilli 比率％ l 
l 8 cm上本 400 本 270 本 622 本 280 末 口 7 cm 
, 4 m l3 cm上 20,000 -41,000 -18cm上18,000長 さ1.8m 大 厚 8,650 4 特 用 大 葉 6, 200 1 ! 

I 8 cm /・.I 19,300 I -I 40,000 I -/24cm上23,000
9,000円 ／m'

中 厚! 24 cm J-. 19,000 -60,000 - cm上 ~I~l9.000F9 / m• I I 7,200 I 14 特用中葉 6,500 

! 7 CI．下 本 220 本 160本 244 本 160 雑 パ ル プ
小 序 5,450 I 7 特用小葉 5,210 

! 8 ̂m ..L本 260 本 270 本 280 本 280 棗旦 17品 大 ウス 6,850 3 大 パ レ 3, 600 2 ! 
I l3m 11,111上 11,000I 11s,soo 
! 13 cm上22,500 -40,000 -18cm上18,000

13;300円 ／m̀ 中ウス 6,4so I 4 中 パ レ 4, 150 6 : 

1 8 cnl上 19,000 -40,000 —叫 20,000 中小ウス 6, 000 7 小 バ レ 2,900 5 ! 
! 24 cm上18,000 -

7 cm下本 110 本 一 本 110 本 一
! 30cm上 小ウス 4,500 7 変形 4, 550 6 ! 

バリ材

I 12 ml.8. cm上 本 160 本 一 本 160 本 ー （松・杉・桧）
ジャミウス 2, 250 7 色 落 ウ ス 4, 500 1 ! 

i 16 cm」12,000 -22,000 -13吐羹尽 3;。7mcm 冬 大 10, 100 2 色悪 3, 050 6 ! 
! 30 cm上 cm上

13 cm上25,000i 6 m 18 cm上20,000
72,000 

冬中 6,700 2 黒 子 1, 150 1 ! 
60,ooo 冬 小 4,010 1 3 その他 2, 550 1 ! 

！ 特選 ！ 
！ 足 場 1m当たり 70円～ 160円 本 130円 1．概要 厚 肉上 物、 並物 は相 変わ らず 堅調 な売 れ行 きであ った。 香 信 、 ！ 
！ 梅雨に入る為、 全般的に弱気相場。 特用（バレ）は保合で推移、小葉系とジャミ系は前回より 下 げ t 
4 備考現在、代採された場合は、できるだけ早く造材をし出荷するようにし 相場にな っている。特用（パレ）系は前回より下げ相場にな っ ！ l まし ょう。造林をされた方は、早めに下刈りをしましょう 。 ている 。 特用（バレ）系の色悪の出品多く、前回より 約500円 ！ 

の 下 げ 相 場 と な っ た。 ！ 

_-＝----=-·--=--=-----------＝—-＝＝＝--=—-=＝=--―――一—_-＝--＝—-＝—------------------------------」

シ

イ

タ

ケ

を

食

近
年
、
日
本
の
食
生
活

が
豊
か
に
な
り
、
お
い
し

い
食
べ
物
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
、
つ
い
つ
い
食
べ

過
ぎ
て
高
タ
ソ
パ
ク
、
高

カ
ロ
リ
ー
に
な
り
が
ち
で
、

こ
れ
が
原
因
で
高
血
圧
、

糖
尿
、
心
臓
疾
患
な
ど
の

成
人
病
に
な
る
人
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で
、
健
康

に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り

健
康
食
品
が
ブ
ー
ム
に
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
成
人
病
予
防

に
な
る
と
注
目
を
浴
び
て

い
る
健
康
食
品
が
キ
ノ
コ

で
す
。
キ
ノ
コ
は
、
い
く

ら
食
べ
て
も
太
ら
な
い
し
、

ビ
タ
ミ
ソ
、
ミ
ネ
ラ
ル
も

豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
大

変
ヘ
ル
シ
ー
な
食
品
で
す
。

キ
ノ
コ
の
種
類
は
、
食

べ
ら
れ
る
も
の
で
、

日
本

に
あ
る
も
の
だ
け
で
も
約

1
0
0
0種
類
、
世
界
で

は
約
二
0
0
0種
類
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
よ

く
見
か
け
る
キ
ノ
コ
と
し

て
は
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
、

キ
ク
ラ
ゲ
、
シ
メ
ジ
、
エ

ノ
キ
タ
ケ
、
マ
ッ
タ
ケ
、

マ
イ
タ
ケ
（
と
て
も
旨
い

の
で
、
こ
れ
を
見
つ
け
た

ベ

と
き
に
は
舞
踊
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の

名
が
付
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
）
な

ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
最
も

一

般
的
な
キ
ノ
コ
と
い
え
ば
な
ん
と
い
っ

て
も
シ
イ
タ
ケ
で
し
ょ
う
。

シ
イ
タ
ケ
に
は
、
歯
や
骨
を
丈
夫

に
す
る
ビ
タ
ミ
ソ

D
が
多
く
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
シ
イ
タ
ケ
は
、

最
近
流
行
の
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
（
消
化

を
助
け
て
、
腸
の
中
の
状
態
を
良
く

す
る
菌
）
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
も

わ
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
シ
イ
タ
ケ
は
食
用
と
し
て

だ
け
で
な
く
薬
用
と
し
て
も
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
シ
イ
タ
ケ
に
は
ガ
ソ
、

イ
ソ
フ
ル
エ
ソ
ザ
、
エ
イ
ズ
に
効
く

成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
乾
シ
イ
タ
ケ
の
も
ど
し
汁
は
、

血
圧
を
下
げ
る
、
便
秘
が
治
る
、
風

邪
の
予
防
等
の
効
果
が
あ
る
そ
う
で

す。
昔
、
中
国
で
シ

イ
タ
ケ
が
不
老
長

寿
の
霊
薬
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
た

の
も
わ
か
る
気
が
し
ま
す
。

シ
イ
タ
ケ
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
、

健
康
増
進
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・
シ
イ
タ
ケ
の
食
べ
方

シ
イ
タ
ケ
は
熱
に
強
い
の
で
、
高

湿
の
調
理
に
向
い
て
い
ま
す
。
煮
て

も
、
焼
い
て
も
、
揚
げ
て
も
お
い
し

く
食
べ
れ
ま
す
。

ま
た
、
生
、
ソ
イ
タ
ケ
よ
り
も
乾
シ

イ
タ
ケ
の
方
が
風
味
も
ビ
タ
ミ
ソ
も

る

賢

・
乾
シ
イ
タ
ケ
の
も
ど
し
方

手
早
く
水
洗
い
し
て
ホ
コ
リ
等
を

取
り
、
ぬ
る
ま
湯
に
約
一
一
時
間
程
度

つ
け
ま
す
。
ぬ
る
ま
湯
に
砂
糖
を
入

れ
た
り
、
落
と
し
ブ
タ
を
す
る
と
早

く
も
ど
り
ま
す
。
柄
の
付
け
根
が
柔

ら
か
く
な
れ
ば

O
K
で
す
。

早
く
、
大
量
に
も
ど
し
た
い
時
は

電
子
レ
ソ
ジ
で
も
ど
し
ま
す
。
乾
、
ソ

イ
タ
ケ
を
ぬ
る
ま
湯
に
入
れ
ラ
ッ
プ

し
て
約
―
―
分
間
で

O
K
で
す
。

ま
た
、
も
ど
し
汁
に
は
、
い
ろ
い

ろ
な
栄
養
が
で
て
い
ま
す
の
で
、
捨

て
な
い
で
煮
汁
等
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

・
乾
シ
イ
タ
ケ
の
保
存
法

乾
、
ソ
イ
タ
ケ
は
と
て
も
湿
気
を
嫌

う
の
で
、
缶
か
ポ
リ
エ
チ
レ
ソ
の
袋

に
入
れ
て
密
封
し
、
暗
い
と
こ
ろ
に

保
存
し
ま
す
。
冷
蔵
庫
な
ど
に
入
れ

て
お
く
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

林
業
改
良
指
嘩
員

真

木

優
れ
て
い
ま
す
。
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冒
◎
園
＠
⑯

半
促
成
き
ゅ
う
り

ー
病
気
の
予
防
ー

き
ゅ
う
り
の
半
促
成
栽
培
で
被
害
を
受

け
や
す
い
病
気
と
し
て
、
梅
雨
期
の
べ
と

病
や
そ
の
後
の
高
湿
乾
燥
期
に
お
け
る
う

ど
ん
こ
病
が
あ
り
ま
す
。

一
、
べ
と
病

べ
と
病
は
気
湿
二
十
？
二
十
四
度
、
湿

度
八
十
五
％
以
上
の
過
湿
条
件
が
続
き
、

肥
料
切
れ
や
果
実
の
成
り
過
ぎ
な
ど
に
よ
っ

て
草
勢
が
衰
え
て
く
る
と
発
病
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

＂
本
病
は
か
ぼ
ち
ゃ
や
メ
ロ
ソ
等
の
う
り

類
の
葉
に
共
通
し
て
発
生
し
ま
す
。
伝
染

経
路
は
病
原
茜
が
空
気
中
を
浮
遊
し
て
葉

に
付
き
、
夜
露
や
降
雨
等
で
水
分
の
あ
る

時
に
葉
の
気
孔
か
ら
葉
内
へ
侵
入
し
ま
す
。

そ
し
て
葉
脈
に
囲
ま
れ
た
部
分
の
細
胞
を

侵
し
、
多
角
形
で
淡
褐
色
の
病
斑
を
つ
く

り
ま
す
。

湿
度
が
高
い
と
病
斑
の
表
面
に
ス
ス
状

の
カ
ビ
を
生
じ
、
こ
れ
が
次
の
伝
染
源
と

な
っ
て
被
害
を
拡
大
さ
せ
ま
す
。

べ
と
病
の
予
防
対
策
は
①
換
気
や
摘
葉
・

摘
芯
を
行
っ
て
ハ
ウ
ス
内
の
通
気
を
図
る
。

②
着
果
過
多
で
草
勢
を
弱
め
な
い
よ
う
に

摘
果
を
行
う
。
③
葉
色
や
新
芽
の
生
育
を

よ
く
観
察
し
て
肥
料
切
れ
を
さ
せ
な
い
。

④
農
薬
散
布
は
病
原
菌
が
葉
内
へ
侵
入
す

る
前
（
降
雨
前
）
の
予
防
に
重
点
を
お
く
こ

と
な
ど
で
す
。

主
な
農
薬
に
は
ダ
コ
ニ
ー
ル
一

0
0
0、

ビ
ス
ダ
イ
セ
ソ
水
和
剤
、
カ
ス

ミ
ソ

ボ
ル

ド
ー
水
和
剤
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
通
常
は

七
？
十
日
間
隔
で
予
防
散
布
を
行
い
、
発

生
時
に
は
三
？
四
日
間
で
防
除
し
ま
す
。

二
、
う
ど
ん
こ
病

う
ど
ん
こ
病
は
比
較
的
高
湿
で
昼
夜
の

温
度
較
差
が
大
ぎ
く
、
乾
燥
し
た
日
が
続

く
と
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
病
原
菌

は
風
に
よ
っ
て
運
ば
れ
、
植
物
体
の
表
面

に
寄
生
し
て
白
い
カ
ビ
を
形
成
し
ま
す
。

う
ど
ん
こ
病
の
予
防
対
策
は
①
べ
と
病

と
同
様
に
換
気
を
良
く
し
て
ハ
ウ
ス
内
の

通
気
を
図
る
。
②
窒
素
肥
料
が
効
き
過
ぎ

て
い
る
場
合
や
生
育
後
期
に
発
病
す
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
追
肥
や
灌
水
を
適
切
に

行
っ
て
安
定
し
た
草
勢
の
維
持
に
努
め
る
。

③
ハ
ウ
ス
（
き
ゅ
う
り
圃
場
）
の
周
辺
に
か

ぼ
ち
ゃ
等
の
う
り
類
が
あ
り
、
う
ど
ん
こ

病
が
寄
生
し
て
い
る
と
伝
染
源
と
な
る
場

合
も
あ
る
の
で
こ
れ
ら
も
併
せ
て
防
除
を

考
え
る
。
④
農
薬
に
よ
る
防
除
は
発
生
初

期
に
重
点
を
お
き
、
展
着
剤
を
加
え
て
菌

そ
う
（
白
い
カ
ビ
）
を
洗
い
流
す
よ
う
に
て

い
ね
い
に
散
布
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

主
な
農
薬
に
は
ト
リ
フ
ミ
ソ
水
和
剤
、

ミ
ル
カ
ー
ブ
液
剤
、
ル
ビ
ゲ
ソ
水
和
剤
、

カ
ス
ミ
ソ
ボ
ル
ド
ー
水
和
剤
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
尚
、
発
生
の
な
い
場
合
に
も
低
濃

度
で
十
？
十
四
日
間
隔
の
予
防
散
は
行
っ

た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

（大
洲
農
業
改
良
普
及
所

0
水
管
理

従
来
の
水
管
理
は
、
中
干
し
期
間
と
収

穫
前
に
落
水
す
る
程
度
の
多
水
栽
培
法
で

す
。
こ
の
方
法
は
抑
草
効
果
は
み
ら
れ
ま

す
が
、
常
時
湛
水
す
る
こ
と
に
よ
り
土
嬢

中
の
酸
素
が
不
足
し
根
ぐ
さ
り
し
た
り
、

有
害
な
ガ
ス
が
発
生
し
て
下
葉
が
枯
れ
上

が
っ
た
り
し
て
、
生
育
に
悪
影
響
を
あ
た

え
ま
す
。

新
し
い
水
管
理
方
法
と
し
て
、
現
在
町

内
の
早
期
米
を
中
心
と
し
て
行
っ
て
い
る

節
水
栽
培
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
田

植
え
か
ら
活
着
ま
で
は
深
水
管
理
と
し
、

有
効
分
け
つ
期
ま
で
は
浅
水
に
よ
る
間
断

灌
水
と
し
、
有
効
分
け
つ
が
得
ら
れ
る
と
、

出
穂
二
十
二
日
頃
ま
で
中
干
し
を
行
う
方

法
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
田
面
に
割
れ
目

を
つ
く
っ
て
土
壌
中
に
酸
素
を
供
給
し
て
、

根
の
活
力
を
高
め
ま
す
。
中
干
し
に
よ
り

-
cm
以
上
割
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、

生
育
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
中
途
半
端
で
な
く
思
い
切
り
や
る

（
 

こ
と
が
必
要
で
す
。

田
干
し
、
中
干
し
に
は
、
溝
切
機
に
よ

り
四
ー
五
条
お
き
に
溝
を
切
る
と
用
排
水

が
効
果
的
に
で
き
ま
す
の
で
農
協
の
溝
切

機
を
有
効
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

中
干
し
後
は
、
湛
水
に
す
る
と
酸
素
不

足
に
な
る
の
で
、
間
断
灌
水
に
し
て
下
さ

い
。
出
穂
期
は
、
水
が
必
要
な
の
で
浅
水

管
理
と
し
、
そ
の
後
、
収
穫
五

i
七
日
前

ま
で
問
断
灌
水
し
て
下
さ
い
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所
山
田
和
弘
）

皆
川
啓
夫

0
く

り

一
、
病
害
虫
防
除

六
月
中
下
旬
よ
り
ク
リ
タ
マ
バ
チ
、
ク

リ
タ
マ
ム
シ
の
羽
化
、
カ

ツ
ラ
マ
ル

カ
イ

ガ
ラ
ム

シ
幼
虫
の
発
生
、
ク
リ
イ
ガ
ア
ブ

ラ
ム
シ
の
毬
果
へ
の
移
動
、
ま
た
モ
モ
ノ

ゴ
マ
ダ
ラ
メ
イ
ガ
の
羽
化
、
産
卵
な
ど

く
り
の
主
要
害
虫
の
動
き
が

一
年
の
中
で

一
番
活
発
と
な
り
ま
す
。
く
り
害
虫
の
大

掃
除
と
し
て
六
月
下
旬
と
七
月
の
上
旬
の

二
回
、
エ
ル
サ
ン
（
乳
）

一
0
0
0倍
か
パ
ー

マ
チ
オ
ソ
（
水
）
一

0
0
0倍
を
必
ず
散
布

し
ま
し
ょ
う
。
な
お
実
た
ん
そ
病
防
除
の

た
め
ベ
ン
ネ
ー
ト
（
水
）
二

0
0
0倍
を
混

用
し
ま
し
ょ
う
。

〇

ゆ

ず

一

、

摘

果

七
月
に
入
り
生
理
落
果
が
終
わ
る
と
着

果
過
多
に
よ
る
負
担
軽
減
、
果
実
の
肥
大

促
進
、
隔
年
結
果
防
止
の
た
め
に
摘
果
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
小
玉
果
、
傷
果
、
奇
形

果
な
ど
の
不
良
果
を
取
り
除
き
、
果
実
品

質
を
そ
ろ
え
ま
す
。

0
病
害
虫
防
除

黒
点
病
の
感
染
は
雨
が
多
い
七
月
中
旬

頃
ま
で
続
き
ま
す
。
梅
雨
明
け
後
に
多
発

す
る
ハ
ダ
ニ
の
防
除
も
兼
ね
て
、
七
月
上

中
旬
に
エ
ム
ダ
イ
フ
ァ
（
水
）
六

0
0倍
と

ニ
ッ
ソ
ラ
ソ
（
水）

――
10
0
0倍
を
混
用
し

て
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

（大
洲
農
業
改
良
普
及
所

菊
池

明

7
月
2
日
（
木
）
大
屋
敷
・
大
平

7
月
4
日
（
土
）
上
石
丸
・
師
走
野
・
中
野

7
月

8

日
（
水
）
藤
野
原
•町

7
月
10
日
（
金
）
八
重
栗
・
上
森
山
・
大
成

正
山

7
月
13
日
（
月
）
久
保

7
月
15
日
（
水
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越
・

月
野
尾
・
京
造

7
月
17
日
（
金
）
中
津
・
小
倉

7
月
18
日
（
土
）
広
常
・
影
地

7
月
20
日
（
月
）
森
・
肱
栄
・
硯
・
久
下
・

樋
野
ロ
・
上
汗
生

7
月
22
日
（
水
）
白
石
・
上
小
藪
・
中
小
藪

7
月
25
日
（
土
）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄
・

道
野
尾
・
赤
岩
・
下
汗
生

7
月
27
日
（
月
）
大
駄
場
・
柳
・
郷
・

瓜
生
谷

7
月
30
日
（
木
）
全
敷
水
・
菟
野
尾

7
月
L
P
G
集
配
予
定
日

7
月
10
日
（
金
）
岩
谷
・

小
藪
方
面

7
月
17
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

7
月
醤
油
配
達
予
定
日

7
月
1
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

7
月
2
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

7
月
7
日
（
火
）
月
野
尾

・
小
藪
方
面

7
月
8
日
（
水
）
岩
谷
方
面

7
月
9
日
（
木
）
大
谷
方
面

7
月
14
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

7
月
15
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

7
月
16
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

7
月
21
日
（
火
）
月
野
尾

・
小
藪
方
面

7
月
22
日
（
水
）
岩
谷
方
面

7
月
23
日
（
木
）
大
谷
方
面

7
月
28
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

7
月
29
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

7
月
30
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面
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五
月

二
十
二
日、

川

上
商
工
会
で
八
幡
浜
地

方
局
河
野
商
工
労
政
課

長
他
多
数
の
来
賓
を
迎

え、

川
上
商
工
会
の
第

三
十
回
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。

総
会
は
、
松
田
事
務

局
長
が
開
会
を
宣
言
し

た
後
、
商
工
会
全
国
大

会
で
全
国
商
工
会
連
合

会
長
か
ら
役
員
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
た
沖

永
重
信
理
事
、

北
川
照

正
理
事
と
永
年
勤
続
表

彰
の
和
気
美
津
子
補
助

員
に
対
す
る
表
彰
状
の

伝
達
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
久
保
田
会
長

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、

「
国
内
の
経
済
情
勢
は
、

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
等

に
よ
り
激
動
の
年
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
地
域
中
小

企
業
を
取
り
巻
く
経
営

環
境
も
、
過
疎
化
、
高
齢
化
等
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
態
に
あ
る
。
当
地
域
に

お
い
て
も
河
辺
川
ダ
ム
建
設
が
本
格
化

し
、
商
店
街
の
活
性
化
対
策
も
積
極
的

に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う

し
た
中
で
、
肱
川
町
で
は
新
し
い
町
創

造
計
画
等
の
推
進
、
河
辺
村
に
お
い
て

は
ふ
る
さ
と
公
園
が
オ
ー

プ
ソ
し
地
域
振
興
に
寄
与

し
て
い
る
。
商
工
会
で
も

地
域
産
業
活
性
化
事
業
等

を
実
施
し
、
地
域
産
業
の

育
成
強
化
、
地
域
経
済
の

活
性
化
、
振
興
を
図

っ
た
。

今
後
も
継
続
し
て
、
地
域

産
業
の
発
展
に
努
め
た
い
。

ま
た
平
成
四
年
度
は
、
商

工
会
創
立

三
十
周
年
の
年

で
あ
り
記
念
事
業
を
実
施

し
、
地
域
に
貢
献
し
た
い
。
」

と
述
べ
た
。

会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

来
賓
の
方
か
ら
祝
辞
を
い

た
だ
き
、
そ
の
あ
と
金
野

翌
氏
を
議
長

に
選
出
し
、

卵0剛l1上涌工会通常紺会

監

事

山

内

幸

枝

大

野

君

子

富
永
貴
美
子

松
岡

一
美

常
任
委
員

冨
永
智
恵
子

川
上
商
工
会
婦
人
部

地
域
経
済
の
発
展
は
商
店
街
の
活
性
化
で

三
十
周
年
記
念
事
業
で
地
域
に
貢
献

平
成
三
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
承

認
の
件
、
平
成
四
年
度
事
業
計
画
（
案
）
．

収
支
予
算
（
案
）
決
定
の
件
等
を
審
議
し
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
決
定
し
た
。

同
時
に
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改

選
を
行
い
、
会
長
に
久
保
田
仁
之
氏
が

五
期
選
任
さ
れ
、
盛
会
裡
に
総
会
を
終

了
し
た。

本
年
度
の
重
点
事
業
は
次
の
と
お
り

一
、
相
談
・
指
導
の
強
化

二
、
講
習
会
等
の
開
催
及
び
相
談
窓
ロ

の
設
置

三
、
経
営
及
び
技
術
に
関
す
る
情
報
、

資
料
の
収
集
、
提
供

四
、
青
年
部
、
婦
人
部
に
関
す
る
指
導

育
成

五
、
商
業
部
、
工
業
部
、
建
設
部
、
サ
ー

ビ
ス
部
等
に
関
す
る
指
導
育
成

六
、
記
帳
機
械
化
の
推
進

七
、
商
工
貯
蓄
共
済
等
の
各
種
共
済
の

普
及
推
進

八
、
行
政
、
県
連
と
の
連
携
強
化

九
、
創
立
＝
―十
周
年
記
念
事
業

+
、
会
報
、
広
報
の
発
行

（
新
役
員
紹
介
次
ペ

ー
ジ）

常
任
委
員

富
永
美
千
也

沖
永
賀
寿
男

大
野
盛
喜

沖
永
千
代
子

和
気
俊
子

副

部

長

北
川
照
子

河
野
幸
子

部

長

監

事

宮
岡
茂
雄

中
津
博
文

山
内
光
郎

山
下
雅
英

副

部

長

部

長

大
野
立
志

北
川
智
也

岩
田
良

一

編集•発行

川 上 商 工会

tt (0893)34-2531 

川
上
商
工
会
青
年
部

監

事

支

部

長

副
支
部
長

理

事

和
気
邦
嗣

中
津
文
雄

富
永
美
千
也

宮
本
龍
二

郎

水
池
重
徳

料
飲
組
合
川
上
支
部

監

事

理副部

部

事長長

岩
田
光
子

大
西
喜
久
美

森
岡
久
美
子

三
井
久
美
子

山
内
鈴
恵

監

事

理副会

会

事長長

一井

修

梅
木

正

冨
永
光
恵

川
上
青
色
申
告
会
婦
人
部

福岩大岩 北 上
田 田 西 田川 甲

良徳清照芳
保一生茂正幸

谷梅 和河
本木気 野
一俊刻
敏正次夷

川
上
青
色
申
告
会

監

事

理副会

会

事長長

曽
根
正
志

和
気
俊
次

冨
永
盛
一

村
田
勝
好

沖
永
賀
寿
男

上
甲
芳
幸

岩
田
清
茂

福
田
哲
秋

笹
木
熊
子

肱
川
ク
ロ
ー
バ
ー
ス
タ
ン
プ
会
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長

久

保

田

仁

之

さ

ん

川
上
商
工
会
創
立
三
十
周
年
と
い
う

節
目
を
迎
え
て
、
任
期
五
期
目
の
期
待

が
か
か
る
。
ま
た
、
河
辺
川
ダ
ム
建
設

に
と
も
な
う
新
た
な
町
づ
く
り
の
提
案
・

要
請
、
地
元
大
手
建
設
業
者
と
し
て
の

対
応
な
ど
、
会
長
と
し
て
、
社
長
と
し

て
の
仕
事
は
ま
す
ま
す
多
忙
。
多
角
経

営
に
も
意
欲
満
々
の
五
十
四
歳
。

副

会

長

大

野

喜

久

雄

さ

ん

村
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
構
想
を
が
っ
ち
り

受
け
止
め
て
、
ふ
る
さ
と
公
園
な
ど
具

“
体
的
な
形
に
作
り
上
げ
て
い
く
、
河
辺

建
設
闊
の
オ
ー
ナ
ー
。
閥
ゆ
う
と
び
あ

河
辺
代
表
取
締
役
、
河
辺
村
社
会
福
祉

協
議
会
会
長
、
近
隣
の
簡
易
保
険
の
会

会
長
な
ど
、

何
で
も
ド
ソ
と
来
い
。
そ

れ
だ
け
信
頼
が
厚
い
。

理

事

沖

永

重

信

さ

ん

向
今
岡
商
店
の
社
長
さ
ん
。
後
継
者

も
育

っ
て
、
機
動
力
に
不
足
は
な
い
。

お
蔭
で
業
界

・
商
工
会
の
役
職
は
長
く
、

恩
給
が

つ
く
ほ
ど
。

前
か
け
を
ピ

シ
ッ

と
決
め
て
酒
類
の
配
達
も
手
際
よ
い
。

理

事

山

内

壮

亮

さ

ん

養
老
酒
造
固

の
社
長
さ
ん
。

こ
こ
も

後
継
ぎ
に
恵
ま
れ
、
地
酒
の
よ
さ
が
県

内
外
に
じ
わ
じ
わ
浸
透
し
て
い
る
。
内

新

役

員

‘‘、

．． -
理

事

山

下

俊

勝

さ

ん

建
築
現
場
で
は
い
つ
も
親
子
一
緒
。

二
人
の
意
見
は
対
立
す
る
こ
と
な
く
、

仕
事
は
順
調
に
進
ん
で
い
く
。
断
絶
社

会
の
今
時
う
ら
や
ま
し
い
間
柄
。
予
子

林
の
堅
実
・
優
良
企
業
と
し
て
期
待
大
。

理

事

岩

田

清

茂

さ

ん

い
わ
た
グ
ル
ー
プ
の
総
帥
。
石
丸
の

国
道
一
九
七
号
線
沿
い
の
お
店
は
ま
す

ま
す
好
調
。
ダ

ム
建
設
に
よ
る
肱
川
の

将
来
を
に
ら
ん
で
、
観
光
協
会
長
、
町

議
の
立
場
か
ら
さ
ら
に
夢
が
広
が
る
。

理

事

水

池

重

徳

さ

ん

こ
の
頃
家
族
が
少
な
く
な
っ
た
せ
い

か
、
料
理
の
外
注
が
多
く
な
っ
た
。
そ

れ
だ
け
み
ず
ち
料
理
店
へ
の
期
待
は
大

き
い
。
「
大
谷
地
区
の
肴
は
み
な
わ
し

に
ま
か
せ
な
は
い
」
の
声
が
聞
こ
え
る
。

理

事

富

永

美

千

也

さ

ん

お
や
じ
が
入
院
し
て
改
め
て
お
や
じ

の
偉
大
さ
を
再
認
識
し
た
と
い
う
。

「
千
代
屋
」
の
暖
簾
が
し
だ
い
に
本
人
の

色
に
染
ま
っ

て
き
た
。
青
年
部
長
を
勇

退
し
て
、
い
よ
い
よ
壮
年
期
。

孫
も
間
も
な
く
誕
生
。
健
在
な
も
げ
節

の
一
方
で
、
目
じ
り
が
下
が
る
。

‘‘、

．． .-
紹

介

理

事

冨

永

計

次

さ

ん

肱
川
町
議
会
議
長
と
し
て
、
こ
の
と

こ
ろ
特
に
ダ
ム
問
題
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
。
新
し
い
町
創
造
計
画
も
ほ
ぼ
固

ま

っ
て
こ
れ
か
ら
が
本
番
。
農
園
で
苗

木
と
静
か
に
対
話
す
る
時
間
は
少
な
い
。

理

事

和

気

邦

嗣

さ

ん

乗
馬
ク
ラ
ブ
「
固
ラ
イ
デ
ィ
ソ
グ
ク

ラ
ブ
・
フ
ォ

ー
レ

ス
ト
」
を
大
駄
場
に

設
立
。
森
の
中
に
馬
の
ひ
ず
め
の
音
が

響
く
。
男
の
ロ
マ
ソ
を
現
実
に
す
る

面
ニ
ュ
ー
わ
こ
う
」
の
ダ
ソ
デ
ィ
な
社

長
さ
ん
。

理

事

大

野

立

志

さ

ん

「
株
式
会
社
大
野
印
刷
」
と
法
人
化
し

て
業
績
の
拡
大
を
目
指
す
。
今
年
度
か

ら
青
年
部
長
に
推
さ
れ
、
納
期
と
の
格

闘
の
な
か
、
さ
ら
に
超
多
忙
。
商
工
会

若
手
の
率
先
垂
範
形
リ
ー
ダ
ー
。

理

事

中

津

文

雄

さ

ん

地
球
の
環
境
汚
染
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
が
、
用
の
山
の
養
魚
場
の
水
は

一

点
の
濁
り
も
汚
れ
も
な
い
。
花
が
咲
い

た
よ
う
に
身
が
は
じ
け
る
ア
メ
ノ
ウ
ォ

の
塩
焼
き
は
こ
た
え
ら
れ
な
い
味
。

理

事

冨

永

一
房
道
さ
ん

上
大
成
の
大
工
さ
ん
。
人
手
不
足
も

あ
っ
て
仕
事
は
引
っ
張
り
だ
こ
。
家
を

建
て
る
と
い
う
男

一
世
一
代
の
事
業
を

任
さ
れ
る
責
任
も
大
き
い
が
、
成
し
遂

げ
た
あ
と
の
充
実
感
も
ま
た
大
き
い
。

監

事

本

門

一

三

さ

ん

植
松
で
精
米
業
を
経
営
。
米
の
精
を

理

事

北

川

照

正

さ

ん

日
用
品
・
酒
・
ガ
ス
な
ど
あ
ら
ゆ
る

も
の
を
扱
う
植
松
の
大
規
模
店
「
北
川

商
店
」
の
大
将
。
前
回
は
親
分
と
紹
介

し
た
が
、
大
将
が
程
よ
い
感
じ
。
だ
が
、

気
力
と
行
動
力
に
は
す
ご
み
が
あ
る
。

理

事

中

野

守

さ

ん

大
洲
北
平
線
の
道
路
改
良
工
事
の
早

期
完
成
に
期
待
を
寄
せ
る

三
嶋
建
設
固

の
社
長
さ
ん
。
表
面
上
の
荒
々
し
さ
は

な
い
が
、
郷
土
愛
の
た
め
い
う
べ
ぎ
こ

と
は
き
っ
ち
り
い
う
。

理

事

曽

根

正

志

さ

ん

鹿
野
川
の
商
店
街
を
ど
う
す
べ
き
か
、

真
剣
に
考
え
、
大
胆
な
発
想
も
ひ
ら
め

く
。
頑
固
で
と
っ
つ
き
に
く
く
、
気
前

が
よ
く
て
、
大
胆
で
、
か
と
思
う
と
繊

細
で
、
理
想
的
な
実
年
の
時
計
屋
さ
ん
。

理

事

安

川

哲

生

さ

ん

人
な
つ
っ
こ
い
笑
顔
が
、
自
信
と
も

余
裕
と
も
と
れ
る
川
上
建
設
固
の
社
長

さ
ん
。
正
山
地
区
に
風
を
吹
か
せ
続
け
、

そ
の
風
で
町
を
動
か
す
仕
掛
け
人
と
し

て
注
目
さ
れ
る
存
在
。

理

事

田

中

五

月

さ

ん

今
年
度
新
た
に
選
ば
れ
た
理
事
さ
ん
。

河
辺
川
上
で
小
売
店
を
経
営
さ
れ
る
か

た
わ
ら
、
村
議
の
経
験
を
生
か
し
、
山

王
農
産
加
工
組
合
の
代
表
者
と
し
て
地

場
産
業
の
育
成
に
努
め
ら
れ
て
い
る
。

キ
リ
ソ
ビ
ー
ル
の
企
業
再
構
築
の

成
功
例
を
リ
ポ
ー
ト
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

書（
ダ
イ
ヤ
モ
ソ
ド
社
・
一
六

0
0円）

六
月
七
日
愛
媛
新
聞
よ
り
抜
粋

猪

口

修

道

著

成
熟
に
至
っ
た
組
織
（
企
業
）
は
、

あ
る
期
間
安
定
し
た
後
、
衰
弱
に
向

か
う
。

衰
弱
に
向
か
う
企
業
が
、
組
織
再

生
に
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ト
ラ
（
企
業

再
構
築
）
の
手
を
打
つ
か
で
盛
衰
が

決
ま
る
。

業
界
ナ
ソ
バ

ー
ワ

ソ
の
キ
リ
ソ
ビ
ー

ル
が
成
熟
期
に
お
い
て
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
の
「
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
」
の
出
現
で

創
業
以
来
の
危
機
に
直
面
。
そ
こ
で

「
ア
ソ
ラ

ー

ニ
ソ
グ
」
を
行
い
、
「
一

番
搾
り
」
を
開
発
、
ビ
ー
ル
業
界
の

リ
ー
ダ
ー
の
座
を
復
活
さ
せ
る
。

「
ア
ソ
ラ
ー
ニ
ソ
グ
」
と
は
学
ん
だ
事

を
捨
て
る
、
固
定
概
念
を
捨
て
る
こ

と
。

「ア

ン
ラ
ー
ニ
ン
グ
革
命
」

吸
収
し
て
な
か
な
か
の
酒
豪
。
ほ
ろ
酔

い
時
か
ら
飛
び
出
す
正
論
に
は
人
を
引

き
つ
け
る
重
み
が
あ
る
。

監

事

金

野

翌

さ

ん

肱
川
で
一
番
地
の
利
を
得
た
「
理
容

カ
ネ
ノ
」
の
ご
主
人
。
誠
実
を
絵
に

書

い
た
よ
う
な
人
。
商
工
会
の
会
計
処
理

に
詳
し
く
、
納
得
の
適
任
。
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川
上
商
工
会
は
、
商
工
会
全
国
大
会

で
地
域
の
総
合
経
済
団
体
及
び
中
小
企

業
の
指
導
団
体
と
し
て
、
組
織
運
営
、

経
営
改
善
普
及
事
業
の
遂
行
に
対
す
る

功
績
が
認
め
ら
れ
、
中
小
企
業
庁
長
官

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

商
工
会
は
、
経
営
改
善
普
及
事
業
を

大
ぎ
な
柱
と
し
て
小
規
模
事
業
者
の
た

め
の
金
融
斡
旋
、
税
務
指
導
、
記
帳
機

械
化
事
業
の
推
進
、
経
営
講
習
会
、
経

営
安
定
相
談
日
の
開
催
等
、
積
極
的
に

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

川
上
商
工
会

こ
の
度
、
八
恵
商
店
跡

に
新
し
く
タ
バ
コ
店
が
開

店
し
ま
し
た
。

土
地
、
建
物
を
所
有
し

て
お
ら
れ
る

三
瀬
建
設
有

限
会
社
（

三
瀬
正
社
長
）
が
、

新
し
く
認
可
を
受
け
ら
れ
経
営
を
始
め

ら
れ
ま
し
た
。

鹿
野
川
の
中
心
地
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
改
装
工
事
中
に
は
通
り
が
か
り
の

人
か
ら
「
何
が
出
来
る
ん
で
す
か
」
と
言

っ

た
声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
大

工
さ
ん
も
な
か
な
か
仕
事
が
は
か
ど
ら

な
か
っ
た
と
か
。

新
装
さ
れ
た
店
舗
は
、
明
る
く
こ
じ

ん
ま
り
と
し
て
ス

ッ
キ
リ
し
た
内
装
に

仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
動
販

売
機
は
雨
の
日
で
も
買
い
易
い
よ
う
に

軒
下
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

”

タ
バ
コ
の
販
売
の
他
に
、
切
手
、
印

一

| 4, ： 

: 
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紙
類
も
扱
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
人
手

不
足
の
折
、
等
分
の
間
は
窓
口
で
の
販

売
は
午
前
中
だ
け
の
時
も
あ
り
ま
す
の

で
、
タ
バ
コ
の
ま
と
め
買
い
を
さ
れ
る

お
客
様
は
出
来
る
だ
け
午
前
中
の
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。
も
し
、
閉
店
の

時
は
自
動
販
売
機
を
利
用
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
店
舗

横
の
ス
ペ

ー
ス
は
、
バ
ス
待
ち
等
の
お

客
様
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
の

考
え
で
解
放
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

鹿
野
川
の

一
等
地
に
、
夜
間
明
か
り

が
な
い
の
は
寂
し
い
惑
じ
が
し
て
い
ま

し
た
が
「
タ
バ
コ
」
の
広
告
灯
が
点
灯
し

て
い
る
の
を
見
る
と
、
過
疎
化
す
る
肱

川
の
穴
埋
め
の
よ
う
で
心
強
い
気
が
し

ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
繁
栄
を
お
祈
り

し
ま
す
。

推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
従
業
員

の
定
着
と
福
利
環
境
の
整
備
充
実
の
た

め
の
特
定
退
職
金
共
済
、
掛
金
が
全
額

所
得
控
除
で
き
る
小
規
模
企
業
共
済
等

の
各
種
共
済
制
度
も
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。

三
瀬
タ
バ
コ
店
が
オ
ー
プ
ン

記
帳
か
ら
決
算
ま
で
商
工
会
に
お
ま

か
せ
下
さ
い
。
商
工
会
の
記
帳
機
械
化

シ
ス
テ
ム
な
ら
正
確
で
す
。

＊
事
業
主
毎
日
の
取
り
引
き
を
記
入

し
て
、

一
ヶ
月
分
を
ま
と
め
て
商
工
会

へ
。
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
で
分
析
し
た
経
営

デ
ー
タ
を
、
毎
月
お
届
け
し
ま
す
。

＊
商
工
会
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
に
デ

ー
タ

を
入
力
し
、
連
合
会
の
オ
ソ
ラ
イ
ソ
シ

ス
テ
ム
で
迅
速
に
処
理
、
経
営
資
料
を

作
成
し
ま
す
。

※

簡

単

一
日
十
分
ラ
ク
ラ
ク
記
帳
。

め
ん
ど
う
な
計
算
は

一
切
不
要
で
す
。

※

安

心

デ

ー

タ

は

責

任

を

も

っ

て

管
理
、
秘
密
保
持
も
万
全
で
す
。

※

親

身

経

営
相
談
か
ら
指
導
ま
で

適
切
に
ア
ド
バ
イ
ス

。

※
経
済
的
ご
く
わ
ず
か
な
経
費
で
O

K
。
少
な
い

負
担
で
大
ぎ
な
効
果
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
小
規
模
事
業
者
の
記

帳
事
務
合
理
化
を
推
進
す
る
た
め
の
も

の
で
す
か
ら
、
経
費
負
担
も
少
額
で
す
。

時
代
を
先
取
る
経
営
に

「
記
帳
機
械
化
シ
ス
テ
ム
」 新しく開店した三瀬タバコ店

春亙秋冬

こ
の
程
「
国
連
環
境
開

発
会
議
」
（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
）

が
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
で
開
幕
さ
れ
た
。

地
球
規
模
で
環
境
問
題
に

取
り
組
ん
だ
の
は
、
今
を

遡
る
こ
と
二
十
年
前
（
一

九
七

二
年
）
、
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ
た
「
人
間
環
境
会

議
」
が
初
の
試
み
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
時
の
議
題
の
中
心
は
、
北

半
球
の
先
進
国
に
よ
る
、
企
業
汚
染
に

す
ぎ
な
か
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。今

回
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
は
そ
れ
と
は

違
い
、
世
界
各
国
の
国
際
的
な
盛
り
上

が
り
を
見
せ
、
最
近
よ
く
耳
に
す
る
酸

性
雨
、
温
暖
化
、
オ
ゾ
ソ
層
の
破
壊
等

検
討
す
べ
ぎ
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。

地
球
の
健
康
状
態
を
示
す
エ
コ
ロ
ジ
ー

指
標
は
、
今
ま
さ
に
地
球
的
規
模
で
赤

信
号
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

我
が
国
の
東
南
ア
ジ
ア
等
に
お
け
る

※
信

用

確
定
申
告
、
節
税
に
有
利
。

融
資
に
も
大
活
躍
。

※
迅
速

・
正

確

オ

ソ
ラ
イ
ソ
で
正
確

な
デ
ー
タ
を
す
ば
や
く
お
届
け
。
コ
ソ

ピ
ュ
ー
タ
処
理
し
た
経
営
デ
ー
タ
は
、

オ
ソ
ラ
イ
ソ
で
商
工
会
に
送
信
、
整
理

さ
れ
た
資
料
を
毎
月
お
手
元
に
お
届
け

し
ま
す
。
さ
ら
に
期
末
に
は

一
年
間
を

ま
と
め
て
よ
り
詳
し
く
し
た
資
料
も
作

成
。
経
営
状
態
や
内
容
が
確
実
に
把
握

で
き
る
か
ら
、
経
営
に
自
信
が
つ
き
ま

す
。

森
林
伐
採
も
地
球
の
砂
漠
化
を
促
進
さ
，

せ
て
い
る
。
世
界
各
国
で
消
費
さ
れ
る

紙
を
つ
く
る
た
め
な
ど
と
い
う
言
い
訳

は
も
は
や
通
用
し
な
い
。
最
近
テ
レ
ビ

局
数
社
が
報
じ
た
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ

ー

の
排
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
で
人
間
自

ら
が
住
環
境
を
破
壊
し
つ
つ
あ
る
こ
と

を
苛
む
番
組
を
見
た
。
こ
れ
も
メ
キ
シ

コ
国
内
の
問
題
と
い
う
と
ら
え
方
を
す

る
と
、
後
々
大
き
な
付
け
が
ま
わ
っ
て

き
そ
う
で
あ
る
。

水
問
題
に
関
し
て
東
京
を
例
に
と
れ

ば
、
多
摩
川
の
水
に
利
根
川
の
水
を
ブ

レ
ソ
ド
し
て
使
い
、
そ
れ
で
も
足
り
ず

に
神
奈
川
、
茨
城
に
も
水
源
を
求
め
て

い
る
。

こ
の
こ
と
は
あ
る
種
大
都
市
の

ご
う
慢
さ
を
露
呈
し
て
い
る
と
言
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
水
源
を
持
た

な
い
大
都
市
は
、
流
域
の
環
境
保
全
に

全
く
無
関
心
な
の
で
あ
る
。

私
達
が
幼
年
時
代
を
過
ご
し
た
河
川

敷
で
は
、
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
た

く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
が
飛
び
か
っ
て
い
た
。

夜
に
な
る
と
虫
カ
ゴ
と
ア
ミ
を
持
っ
て

ホ
タ
ル
狩
り
に
出
か
け
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
飽
食
暖
衣
の
現
代
っ
子
は
、

こ
の
時
期
に
ホ
タ
ル
が
飛
ば
な
い
こ
と

を
全
く
不
思
議
が
ら
な
い
と
い
う
。

価
値
観
が
ズ
レ
、
利
便
性
を
求
め
た

結
果
、
あ
る
意
味
で
自
然
破
壊
を
肯
定

化
し
て
き
た
我
々
大
人
が
、
再
認
識
し
、

環
境
保
全
と
い
う
テ

ー

マ
の
も
と
に
、

一
人
ひ
と
り
の
子
孫
に
文
化
・
教
育
を

継
承
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

酸
性
雨
は
地
球
の
涙
で
あ
り
、

湿
暖
化
は
地
球
の
発
熱
で
あ
る
。
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本
上
鹿
野
川

うで やのてマな 職 け け り 五 き の た 良 し手に材金ら本せにまでのちし終に入

ムカ
か つおいのか人たる゜十ま商結い資数物料がせがん暮せす間のま戦は隊昭

ロ
ゎ田

て兄ま機ろをら頃そ崎し売果商本料物代入てあ ゜れんかに生しか帰し和
おさし械う雇結でれのたの‘売がを交金つもり何ま ゜ら死活 た ら れ 二 十

企
な口 らんたをかつ構すも方°パやは出た換をてらまとし学 山 亡 で ゜一 ず十九
し、でれで ゜買 :て

ゃ
なかちまあ l はな来めを彿かっせかた力畑しすこ年海年年

ヵ、職る‘すつ考っ時らよでのマりいたま商いらてんしがものて°れ半上八九
分人冨五るてぇた代‘う歩頃を女かのし売‘寸炭。な遊な相い頼かで掃月月
か雇永十と職て らで ー ちいは思性検でた に そ 志 を 兄 く ん く 続 ま み ら 復 海 終 合
りつ雅 崎 冨 人 ‘やし年んて‘い相討何゜しの程焼のてで職のしのが員隊戦ノ
もて治で永探電れたに持や山つ手しか少て間のき、クははも権た親私にに‘浦
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私

の

い
っ
そ
仕
事
の
出
来
る
嫁
を
貰
っ
て
始

め
て
み
た
ら
」
と
言
わ
れ
、
五
十
崎
の

パ
ー
マ
店
に
勤
め
て
い
た
今
の
妻
と
一

時
間
ぐ
ら
い
の
見
合
い
で
、
昔
の
事
で

す
か
ら

一
回
の
デ
ー
ト
も
無
し
で
結
婚

し
ま
し
た
。
私
も
全
然
知
ら
な
い
人
で

す
か
ら
、

二
、
三
ヶ

所
で
人
柄
を
聞
き

な
が
ら
歩
ぎ
ま
し
た
。
「
処
昔
か
ら
親

見
て
子
取
れ
と
言
い
ま
す
け
ん
な
、
あ

そ
こ
な
ら
大
丈
夫
で
す
よ
」
と
皆
同
じ

返
事
で
す
。
冨
永
さ
ん
の
強
引
な
勧
め

も
あ
り
、
冨
永
さ
ん
が
押
し
の
一
手
で

先
方
に
無
理
を
お
願

ャ、

J

い
し
て
、
た
っ
た
千

t
て

t

円
の
結
納
金
で
し
た
。

R
4
t
今
考
え
た
ら
、
若
い

人
達
に
は
想
像
も
っ

か
な
い
事
と
思
い
ま

D
 

{
J
 

し

〗□
〗
汀

生
活
は
切
り
つ
め
ま

し
た
。
古
畳

二
枚
が
新
婚
の
生
活
で
し

た
。
私
は
相
変
わ
ら
ず
、
炭
焼
ぎ
を
し

ま
し
た
。
昭
和

二
十
六
年
頃
、
上
鹿
野

川
に
パ
ル
プ
工
場
が
で
き
、
そ
こ
に

二

年
間
程
勤
め
ま
し
た
が
、
自
分
に
も
職

を
つ
け
よ
う
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。

結
婚
―
――年
目
の
頃
、
今
の
所
在
地
に

川
流
れ
の
材
料
で
建
て
た
小
屋
が
あ
り
、

売
り
に
出
た
の
で
そ
れ
を
あ
の
頃
三
万

円
で
買
い
ま
し
た
。
が
ゆ
と
り
が
な
い

の
で

二
万
円
は
、
高
利
貸
し
か
ら
高
い

金
利
で
借
り
ま
し
た
。
忘
れ
も
し
ま
せ

ん
、
月
七
分
で
し
た
。
で
も
パ
ー
マ
の

立

ち

冨

永

正

光

(68
歳）

仕
事
は
ぼ
つ
ぼ
つ
な
が
ら
あ
り
ま
し
た

の
で
、
間
も
な
く
間
口
三
間
奥
行
一
間

半
の
小
さ
な
家
を
建
て
、
店
だ
け
は
ど

う
や
ら
小
屋
で
は
な
く
て
仕
事
が
出
来

ま
し
た
。
借
金
を
す
ま
せ
て
家
を
建
て

直
し
、
今
度
は
自
分
の
職
を
つ
け
る
た

め
理
容
店
を
開
き
ま
し
た
。
職
人
を
雇

い、

一
生
懸
命
習
い
ま
し
た
。
腕
利
き

の
職
人
な
の
で
、
給
料
は
住
込
み
で
職

人
に
七
分
、
当
店
が

三
分
で
し
た
。

三

年
間
の
職
人
の
給
料
と
生
活
費
は
す
べ

て
パ
ー
マ
の
方
で
補
っ
て
来
ま
し
た
。

理
容
の
方
が
軌
道
に
の
っ
た
頃
、
パ
ー

マ
店
も
次
々
と
出
来
て
、
こ
の
狭
い
町

に
五
軒
も
出
来
ま
し
た
。
や
は
り
両
道

か
け
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
運

も
良
か
っ
た
の
で
す
。
ダ
ム
建
設
に
伴
っ

て
、
人
口
も
増
え
、
お
か
げ
で
、
理
容

の
方
も
、
職
人
と
弟
子
と
四
人
も
雇
っ

て
や
り
ま
し
た
。
四
十
五
年
間
私
の
一

本
立
ち
も
妻
と
共
に
や
っ
と
人
並
の
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
も
肱
川
町
内
の
皆
様
の
ご
愛
顧
の
た

ま
も
の
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

私
も
七
年
前
に
胃
を
手
術
し
て
か
ら

は
、
若
い

二
人
に
任
せ
ま
し
た
の
で
こ

れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
指
導
ご
愛
顧
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
は
雑
役
夫
で
す
が
、
な
か
な
か

忙
し
い
仕
事
で
す
。
見
の
越
の
白
尾
さ

ん
の
畑
を
借
り
て
野
菜
作
り
、
苗
植
え

を
し
て
い
る
時
に
は
雨
模
様
が
気
に
な

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
孫
娘
の
内
子
町

高
校
の
送
り
迎
え
、
塾
の
送
り
迎
え
な

ど
な
か
な
か
老
人
ボ
ケ
は
し
ば
ら
く
遠

い
処
へ
お
あ
ず
け
で
、
安
全
運
転
手
で

頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
が
肱
川
町
に
帰
っ
て

来
て
、
早
や
十
四
年
に
な

り
ま
し
た
。
何
も
知
ら
ず

何
も
出
来
な
い
な
が
ら
タ

ク
シ
ー
経
営
を
す
る
事
に

な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に

出
逢
い
、
助
け
ら
れ
な
が

ら
な
ん
と
か
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。
帰
っ
て
来
た
当
時
と
比
べ

る
と
、
人
口
も
三
分
の
二
ほ
ど
に
減
り
、

こ
れ
か
ら
の
商
売
の
難
し
さ
を
感
じ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
中
、
商
工
会
青
年
部
で
若
い

仲
間
た
ち
と
力
を
合
わ
せ
さ
ま
ざ
ま
な

事
に
、
取
り
く
ん
で
い
ま
す
。
町
内
外

を
問
わ
ず
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
参
加
す

る
中
で
、
若
い
人
た
ち
の
意
見
が
ど
し

ど
し
受
け
入
れ
ら
れ
る
様
に
な
れ
ば
い

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

河
辺
川
ダ
ム
建
設
と
い
う
、
肱
川
町

の
大
き
な
問
題
を
前
に
商
工
会
青
年
部

一
丸
と
な
り
、
ど
の
よ
う
に
し
て
肱
川

町
の
商
店
が
生
ぎ
残
れ
、
肱
川
町
民
が

潤
う
か
活
性
化
す
る
か
勉
強
中
で
す
。

鹿
野
川
ダ
ム
建
設
の
時
の
よ
う
に
、
大

幅
な
人
口
の
減
少
や
、
道
路
の
付
け
替

え
工
事
に
よ
っ
て
起
こ
り
う
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
、
少
し
で
も
良
い
方
向
に

解
決
出
来
る
よ
う
、
力
を
合
わ
せ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

最
近
に
な
っ
て
、
益
々
、
そ
れ
ら
の

難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
が
、
あ
る

人
か
ら
、
こ
う
言
う
話
を
聞
ぎ
ま
し
た
。

青年部員雑感 (1)

昔
、
あ
る
お
師
匠
さ
ん
が
、

二
人
の
弟

子
を
江
戸
へ
修
業
に
出
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
帰
っ
て
来
た
弟
子
に
江
戸
は
ど

う
だ
っ
た
か
と
尋
ね
る
と
、
一
人
の
弟

子
は
、
「
江
戸
と
い
う
所
は
、
住
み
に

く
い
所
で
水
も
買
っ
て
飲
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
も
う
二
度
と
行
き
た
く
な

い
」
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。
も
う

一
人

の
弟
子
は
、
「
江
戸
と
い
う
所
は
、
大

変
住
み
良
い
所
で
す
。
水
で
も
売
れ
る

の
だ
か
ら
」
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。
私

は
、
こ
の
話
を
聞
い
た
時
、
発
想
の
転

換
と
い
う
の
は
、
こ
う
い
う
事
だ
と
思

い
ま
し
た
。
今
、
肱
川
町
は
、
人
口
が

減
っ
て
仕
事
も
う
ま
く
行
か
な
い
と
か

文
句
を
言
っ
て
い
る
時
で
は
な
い
の
で

は
な
い
か
。
人
口
が
減
る
の
は
何
故
な

の
か
、
人
が
ど
ん
ど
ん

U
タ
ー
ソ
し
て

こ
れ
る
町
に
す
る
今
が
チ
ャ
ソ
ス
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
「
ダ
ム
が

出
来
た
ら
終
わ
り
よ
。
」
な
ど
と
言
っ

て
な
い
で
ダ
ム
が
出
来
る
今
だ
か
ら
こ

そ
、
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
皆
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
て
、
今
が
チ
ャ
ソ
ス
だ
と
思
っ
て
小

さ
な
意
見
で
も
、
ど
ん
ど
ん
寄
せ
て
欲

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
河
辺
川
ダ
ム

が
出
来
る
頃
に
は
、
町
外
か
ら
視
察
団

が
ど
ん
ど
ん
来
る
よ
う
な
町
に
、
な

っ

て
い
る
事
を
期
待
し
ま
す
。

川
上
商
工
会
青
年
部

岩
田
良
一

今
求
め
ら
れ
る
発
想
の
転
換

若
い
力
で
地
域
に
潤
い
を
＇
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豊
か
な
生
活

体
験
の
場
に

@

@

@

@

＠

 

そ
れ
は
家
庭
二
日
制

肱川町教育委員会

肱川町校長会

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
す
で
に
ご
存

じ
の
と
お
り
、
今
年
九
月
か
ら
、

第
二
土
曜
日
が
、
学
校
の
休
業
日

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
「
学
校

・
家
庭
及
び

地
域
社
会
の
教
育
全
体
の
在
り
方

を
見
直
し
、
社
会
の
変
化
に
対
応

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
生
き

る
幼
児
・

児
童
•

生
徒
の
望
ま
し

い
人
問
形
成
を
図
る
」
と
い
う
観

点
か
ら
、
学
校
関
係
の
法
や
規
則

を
改
正
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す。
も
ち
ろ
ん
、
全
国
の
国
公
立
幼

稚
園
、

小
・

中
・
高
校
で
、
一
斉

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

毎
月
一
回
、
第
二
土
曜
日
が
休

み
と
い
う
と
、
今
年
は
、
次
の
日

に
な
り
ま
す
。

九
月
十
二
日

（
十
月
十
日
は
、
「
体
育
の
日
」

と
重
な
り
ま
す
。
）

十

一
月
十
四
日

十
二
月
十
二
日

ご
家
庭
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
、
お

子
様
の
手
で
し
る
し
を
つ
け
さ
せ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
日
を
ど
う
過
ご

す
か
、
何
を
す
る
か
、
話
し
合
い

や
計
画
を
し
て
い
た
だ
け
る
と
、

こ
れ
以
上
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

五
、
月
一
回
の
学
校
五
日
制
が
、

子
供
た
ち
に
学
力
低
下
あ
る
い

肱
川
町
に
お
い
て
も
、
「
学
校

五
日
制
推
進
協
議
会
」
を
、
関
係

者
に
お
集
ま
り
願
っ
て
組
織
し
、

趣
旨
に
か
な
っ
た
学
校
五
日
制
の

実
現
を
期
す
こ
と
に
し
て
お
り
ま

す。一
、
休
日
を
増
や
す
の
は
、
子
供

一
人
一
人
に
自
由
な
時
間
を
与

え
、
ゆ
と
り
と
生
き
が
い
の
あ

る
自
分
自
身
の
生
活
を
実
現
さ

せ
る
こ
と
が
、
目
的
の
―
つ
で

す。
二
、
家
族
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を

多
く
し
、
家
庭
の
教
育
力
の
回

復
を
図
る
こ
と
も
ね
ら
っ
て
い

ま
す
。

三
、
地
域
の
豊
か
な
文
化
を
体
験

で
き
る
時
間
に
も
な
り
ま
す
。

四
、
今
日
の
急
激
な
社
会
の
変
化

に
対
応
し
て
生
き
て
い
く
た
め

に
は
、
自
分
で
行
動
す
る
力
ゃ

創
造
力
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学

び
続
け
る
自
学
自
習
の
態
度
が

必
要
で
す
が
、
そ
れ
ら
を
育
て

る
機
会
と
も
な
り
ま
す
。

は
学
習
負
担
増
を
も
た
ら
す
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
学
校
で
十

分
工
夫
し
ま
す
。

六
、
休
日
の
土
曜
日
に
は
、

の
行
事
や
部
活
動
等
は
、

に
実
施
い
た
し
ま
せ
ん
。

絶 学
対校

七
、
学
校
週
五
日
制
の
実
施
に
よ
っ

て
生
じ
る
問
題
に
対
し
て
は
、

大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
向
き

に
取
り
組
み
、
い
ろ
い
ろ
検
討

し
、
教
育
委
員
会
も
学
校
・
園

も
真
剣
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す。自
分
の
頭
で
考
え
、
自
分
か
ら

行
動
で
き
る
子
供
た
ち
を
、
新
し

い
時
代
は
求
め
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
子
供
を
育
て
る
に
は
、

ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
や
、
家
庭
や

地
域
社
会
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

が
必
要
で
す
。
教
科
書
か
ら
学
ぶ

だ
け
で
な
く
、
体
験
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
、
生
き
た
学
力
を
育
て
ま
す
。

ご
家
庭
や
地
域
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
期
待
し
て
や
み
ま

せ
ん
。
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五
月
三
十

一
日
（

日
）
、
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ソ
グ
セ
ソ
タ
ー
、
予
子
林
小
学
校
と

肱
川
中
学
校
の
体
育
館
、

三
会
場
で
町

内
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
し

町
内
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

子供か らお年寄り まで！ ！ 

五月は、

※ ＊ ＊ ＊ ク
健ご 優勝 文 年 猿七 牛六 ロ

冨前楽 齢 大福ヶ 十 東 山 鬼十 ツ
闘お 永田チ制 越田滝才 岡チオ ケ
をめ 夕 1 限 ミ チ以 ヒ l以 I 祈で ネ ムな ヨ正 l上 松 ナ ム上

羹眉
りと コ武父 し ノ章ムの 代子 へ 七
まう ． 谷 の .~部 ．予十
す しァ—•⇔ 

竹 -部 浜 予 芝子オ
。ざ

本 田 子 田竺未
し、 林

満 チ
ま 小 辰 頼 の I 
す

平 枝 子 部 ム
゜

町
内
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会

ス
ポ
ー
ツ
月
間
で
し
た

た
。
男
子
十

ニ
チ
ー
ム
、
女
子
八
チ
ー

ム
合
計

二
十
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
男
子

は
中
央
チ
ー
ム
が
、
女
子
は
上
鹿
野
川

チ
ー
ム
が
見
事
、
優
勝
し
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

五
月
十
七
日
（
日
）
に
毎
年
恒
例
の
町

内
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
と
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
を
、
そ
れ
ぞ
れ
肱
川
中
学
校
と

町
民
運
動
場
の

二
会
場
で
同
時
開
催
し

ま
し
た
。

ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
は
、

十
月
四
日
の

愛
媛
ス
ポ
レ
ク
祭
八
幡
浜
地
方
大
会
の

予
選
も
兼
ね
て
お
り
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

今年からレクバレーの部も開催
5. 31町内バレーボール大会

．
 

．
 
．
 
．
 
．
 

．
 

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
は
、
七
~

．
 
．
 

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
ご
父
兄
の
皆
さ
ん
~

．
 

や
学
校
の
先
生
の
熱
心
な
応
援
の
下
に

i

．
 

• 

一
所
懸
命
プ
レ
ー
を
し
ま
し
た
。
そ
の
~

結
果
、
正
山

B
が
中
野

C
を
敗
っ
て
優
i

．
 
．
 

• 
．
 

勝
し
ま
し
た
。

• 
．
 
．
 
．
 
．
 

• 
．
 
．
 

．
 
．
 

出

場

チ

ー

ム

"

• 
．
 
．
 

0

中
野
小
学
校
三
チ
ー
ム
~

．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

0

予
子
林

Il

-

II

．
 

．
 

口町
内
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
~

．
 
．
 

会
に
レ

ク
バ
レ
ー

（
レ
ク
~

．
 
．
 

リ
・
エ
ー
シ
ョ
ソ
・
バ

レ
ー
"．
 
．
 

．
 

ボ
ー
ル
）
の
部
が
加
わ
り
~．

 

ま
し
た
。
~

．
 
．
 

．
 

こ
の
レ
ク
バ
レ
ー
は
、
ボ
ー
"．
 
．
 

．
 

ル
が
軟
か
く
て
、
大
き
い
"．

 

の
で
誰
で
も
楽
し
め
る
種

i

目
で
す
。
今
年
か
ら
四
十

~．
 
．
 

才
以
上
の
女
性
を
対
象
に
~

．
 

参
加
募
集
を
し
ま
し
た
。

~

出
場
チ
ー
ム
は
、
大
谷
分

~．
 
．
 

館
か
ら
三
チ
ー
ム
の
出
場
~

．
 
．
 

が
あ
り
、
大
谷
の
同
士
の
~

．
 

戦
い
に
な
り
ま
し
た
。
結
~．
 

．
 

局
、
大
谷

C
チ
ー
ム
が
優

i

勝
と
な
り
ま
し
た
。
~

．
 

来
年
は
、
今
年
以
上
の
~

．
 

参
加
チ
ー
ム
数
を
期
待
し
~

．
 

て
い
ま
す
。

i

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

六
月
に
入
り
、
良
い
天
候

恵
ま
れ
て
京
都
方
面
に
旅

を
し
ま
し
た
。
数
人
の
親
し

い
仲
間
と
、
退
職
を
し
て
か

ら
年
中
行
事
の
よ
う
に
毎
年

こ
の
頃
、
車
を
使
っ
て
、
宿

泊
費
の
安
い
簡
保
セ
ソ
タ
ー

や
年
金
セ
ン
タ
ー
等
を
あ
さ
っ

て
の
気
ま
ま
な
旅
で
す
。

こ
の
町
か
ら
京
都
ま
で
四
百
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
西
条
市
か
ら
向
こ
う
は
、
殆
ど

高
速
道
路
に
な
り
、
途
中
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
で
休
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
行
っ

て
、
八
時
間
足
ら
ず
で
着
き
ま
し
た
。

高
速
道
路
を
走
り
な
が
ら
、
そ
の

S
A

の
ト
イ
レ
の
き
れ
い
な
の
に
は
、
感
心

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
身
障
者
の

ト
イ
レ

も
完
備
し
て
い
ま
す
。

六
月
初
め
の
京
都
の
有
名
な
観
光
地

は
、
ま
だ
修
学
旅
行
生
で
溢
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
ち
ょ
っ
と
街
中
か
ら

は
ず
れ
た
寺
な
ど
は
、
静
か
で
し
た
。

京
都
の
観
光
地
を
ま
わ
り
な
が
ら
、

気
の
付
い
た
こ
と
は
、

今
あ
る
施
設
や

自
然
を
守
ろ
う
と

一
生
懸
命
努
力
し
て

い
る
こ
と
。
も
う
―
つ
は
、
ト
イ
レ
が

素
晴
ら
し
く
き
れ
い
な
こ
と
。
そ
し
て

必
ず
身
障
者
用
の
ト
イ
レ
が
備
え
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。

旅
す
る
者
に
と
っ
て
、
ト
イ
レ
が
便

利
な
と
こ
ろ
に
有
り
、
明
る
く
て
ピ
カ

ピ
カ
で
、
紙
が
備
え
て
あ
れ
ば
最
高
で
、

も
う

一
度
来
た
く
な
る
の
が
、
人
情
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
の
町
の
公
衆
ト
イ
レ
も
そ
う
有
り

た
い
と
思
い
な
が
ら
、
帰
っ
て
来
ま
し

た。

K
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肱
川
町
で
は
、
平
成

二
年
度
か
ら
地

区
別
同
和
教
育
懇
談
会
を
再
開
し
て
い

≫
ま
す
。
お
仕
事
の
あ
と
の
疲
れ
を
い
や

す
時
間
を
さ
い
て
、
熱
心
に
御
意
見
を

述
べ
て
く
だ
さ
る
住
民
の
皆
様
の
姿
に
、

人
権
問
題
へ
の
取
り
組
み
の
確
か
さ
を

感
じ
、
た
い
へ
ん
心
強
く
思
い
ま
す
。

懇
談
会
は
、
事
前
に
そ
の
地
区
の
全

成
人
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
同
和
問
題
の

意
識
調
査
を
行
い
、
そ
の
集
計
結
果
を

元
に
し
て
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
同
和
教
育
に
関
し
て
御

意
見
の
多
か
っ
た
の
は
次
の
こ
と
で
す
。

＂
「
同
和
教
育
を
す
れ
ば
、
今
ま
で
知

ら
な
か
っ
た
人
も
差
別
を
知
る
よ
う

に
な
る
。
む
し
ろ
逆
効
果
に
な
る
の

で
そ
っ
と
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
」

こ
の
『
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
、
そ
の

う
ち
部
落
差
別
は
な
く
な
る
。
だ
か
ら

同
和
教
育
は
必
要
な
い

。
』
と
い
う
問

題
の
と
ら
え
方
が
、
今
も
な
お
差
別
の

影
を
引
き
ず
る
元
に
な
る
の
で
す
。

昭
和
五
十
七
年
の
愛
媛
新
聞
掲
載
ヤ

ソ
グ
落
書
き
帳
と
い
う
欄
の
ミ
ニ
特
集

記
事
か
ら
、
十
年
前
の
若
者
た
ち
が
、

こ
の
「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
」
論
に
ど
の

よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
か
、
原
文

の
要
約
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

『
同
和
教
育
は
も
う
不
必
要
』

無
差
別
（
十
九
オ
）

高
校
に
は
い
っ
て
か
ら
同
和
教
育
を

時
々
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
教
育

の
必
要
性
を
高
校
生
の
皆
さ
ん
は
ど
う

思
い
ま
す
か
。
私
は
全
く
必
要
な
い
と

思
う
の
で
す
け
ど
。
と
い
う
の
は
私
、

同
和
教
育
を
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
な
ど
で
聞

い
て
初
め
て
内
容
を
知

っ
た
の
で
す
。

そ
の
教
育
を
受
け
な
け
れ
ば
知
ら
な
く

て
す
ん
だ
の
で
す
が
。

い
や
、
知

っ
た
か
ら
と
い

っ
て
悪
用

し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
は
毛
頭
あ
り
ま

せ
ん
。
全
体
的
に
見
て
こ
の
問
題
は
自

然
消
滅
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

余
計
な
教
育
を
受
け
た
ば
か
り
に
、
同

和
問
題
を
次
々
に
後
世
に
伝
え
て
行
く
。

ま
た
、
「
差
別
を
な
く
そ
う
。
」
と
言

わ
れ
れ
ば
、
だ
れ
を
差
別
し
た
ら
い
か

ん
の
か
調
べ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
何

も
知
ら
な
け
れ
ば
そ
ん
な
考
え
を
持
つ

必
要
は
な

い
の
で
す
。
余
計
な
教
育
だ

と
思
い
ま
す
。
同
和
と
い
う
言
葉
も
同

和
教
育
も
も
う
必
要
な
い
で
し
ょ
う
。

『
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
よ
う
』

松

山

女

子

「
無
差
別
」
さ
ん
の
意
見
を
読
ん
で
ど

う
し
て
も
言
い
た
く
て
投
稿
し
ま
す
。

”
十
年
一
昔
？
II

社
会
教
育
指
導
員
米
．
岡
[

晋

＿
み
ん
な
の
幸
せ
を
願
っ
て
〔
第
31
回
〕
一

あ
な
た
は
、
同
和
教
育
は
不
必
要
、

知
ら
な
け
れ
ば
よ
い
の
だ
と
言
う
が
、

そ
れ
は
間
違
い
で
す
。
単
に
同
和
問
題

か
ら
逃
げ
て
い
る
だ
け
で
す
。
実
際
、

同
和
地
区
出
身
と
い
う
だ
け
で
差
別
を

受
け
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
昔
の
人
は

正
し
い
同
和
教
育
を
う
け
て
い
ま
せ
ん
。

周
り
の
人
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と
を
そ

の
ま
ま
受
け
取
り
今
日
に
至
っ
て
い
る

の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
私
達
が
正
し
い

知
識
を
得
、
偏
見
を
持
っ
た
人
を
変
え

て
い
く
よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。
必
ず
な
く
な
り
ま
す
。
な

く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

『
自
分
の
意
見
を
持
と
う
』

カ
タ
リ
ナ

っ
子
(
+
六
オ
）

私
は
同
和
教
育
は
絶
対
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
な
ぜ
っ
て
、
そ
れ
が
自
然
消

滅
す
る
の
な
ら
、
ど
う
し
て
今
で
も
差

別
が
残

っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。

「
無
差
別
」
さ
ん
、
現
に
い
わ
れ
の
な

い
差
別
に
し
い
た
げ
ら
れ
て
い
る
人
々

が
い
る
の
で
す
。

同
和
教
育
の
ほ
ん
と
の
意
味
を
知
る

た
め
に
は
、
い
ま
の
生
活
に
直
接
関
係

の
な
い
「
江
戸
時
代
の
身
分
制
度
」
や

「
部
落
の
人
々
の
生
活
」
を
知
る
必
要
が

あ
る
の
で
す
。
差
別
の
な
い
社
会
を
つ

く
る
に
は
、
ま
ず
、
「
差
別
」
に
学
び
深

く
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

喜
は
封
建
社
会
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ
、

親
か
ら
子
へ
と
受
け
継
が
れ
て
き
て
い

る
の
で
す
。
私
達
が
努
力
し
な
け
れ
ば

消
滅
は
絶
対
不
可
能
で
す
。

お
四
国
学
級
生
十
期
生

一
行
は
、
四

年
目
満
願
の
年
を
迎
え
て
連
休
明
け
順

拝
の
旅
に
出
る
。
残
る
十

三
ヶ
寺
と
高

野
山
へ
の
日
程
。
弘
法
大
師
は
、
人
間

の
持
つ
八
十
八
の
煩
悩
を
消
滅
し
、
心

身
を
救
済
せ
ん
が
為
と
、
四
国
の
地
に

八
十
八
の
霊
場
を
開
こ
う
と
祈
願
さ
れ
、

阿
波
の
国
を
発
心
、

土
佐
を
修
業
、
伊

予
を
菩
薩
、
讃
岐
を
涅
槃
の
道
場
と
お

定
め
に
な
り
開
山
。
佛
道
を
伝
授
さ
れ

あ
る
時
は
、
橋
を
架
け
池
を
作
り
、
泉

を
湧
か
せ
て
万
民
の
生
活
を
救
わ
れ
た

と
言
う
。
学
級
生
は
霊
場
の
宿
坊
で
泊

め
て
も
ら
い
、
朝
の
お
つ
と
め
に
励
み
、

和
尚
さ
ん
の
法
話
を
い
だ
く
。
そ
の
法

話
の
中
で
皆
さ
ん
の
唱
え
た
般
若
心
経

は
、
お
経

一
千
巻
を
要
（
集
）
訳
し
た
も

の
で
、
す
な
わ
ち
心
経
は
お
経

一
千
巻

を
上
げ
た
の
と
同
じ
に
値
す
る
と
の
事
。

四国学級

弟10期生
「お四国学級満願の年を終えて」

ぉ

中居谷 飛野 虎生

心
経
の
意
味
広
す
ぎ
て
と
け
じ
共
只
あ

・

り
が
た
き
霊
伝
わ
る
。
館
長
の
寺
の
由

来
、
本
尊
等
伝
わ
る
伝
説
等
の
講
義
を

受
け
心
し
て
精
進
し
た
い
。
霊
場
順
拝

者
は
い
ま
年
間
百
万
人
を
超
す
と
言
わ

れ
る
。
香
を
炊
き
煙
を
招
き
厄
払
ふ
。

線
香
の
煙
を
身
に
浴
び
せ
乍
ら
、
一
家

の
厄
難
防
除
を

一
心
に
祈
願
す
。
白
衣

姿
の
遍
路
さ
ん
、
単
な
る
観
光
と
カ
メ

ラ
片
手
に
ジ
ー
ソ
ズ
姿
も
チ
ラ
ホ
ラ
霊

場
へ
の
心
構
え
も
様
々
だ
。

一
巡
す
れ

ば
千
六
百
粁
と
言
わ
れ
る
遍
路
道
、
い

く
つ
か
の
難
所
と
言
わ
れ
る
お
寺
も
あ

る
が
、
昔
は
隣
国
へ
の
重
要
な
街
道
関

所
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
う
し
た
難
所

も
数
年
後
に
は
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
結

ば
れ
る
と
の
事
。

こ
れ
位
は
歩
か
ん
と

お
蔭
が
無
い
ぞ
と
は
学
級
生
の
声
。
一

千
年
の
歴
史
の
中
で
、
栄
枯
盛
衰
を
重

ね
て
今
日
に
及
び
、
数
多
く
の
文
化
財

を
遺
し
て
居
る
霊
場
と
、

三
つ
の
橋
で

結
ば
れ
島
国
か
ら
脱
し
高
速
道
路
が
縦

横
に
伸
び
め
ざ
ま
し
い
今
日
の
発
展
ぶ

り
の
光
景
を
目
で

学
び
心
を
洗
い
、
存

分
に
四
国
で
の
学
習
が
出
来
た
。

最
後
ピ
総
本
山
高
野
山
へ
山
頂
に
広

が
る
壮
大
な
霊
城
国
を
納
め
る
朝
廷
か

ら
、
各
国
の
武
将
達
に
佛
教
の
影
響
力

が
、
如
何
に
大
き
か
っ
た
か
を
更
め
て

深
く
感
じ
る
。
奥
の
院
の
参
道
に
は
、

十
万
と
も

―
―
十
万
と
も
言
わ
れ
る
墓
。

供
養
塔
が
立
ち
並
ぶ
。
我
が
郷
士
大
洲

藩
主
加
藤
公
の
お
墓
を
み
つ
け
て

一
同

お
詣
り
を
す
る
。
奥
の
院
大
師
の
御
廟

の
前
で
、
四
年
間
同
行
二
人
の
旅
を
無

事
終
わ
ら

せ
て
頂
い
た
事
に
、
深
く
感

謝
し
残
り
の
お
札
を
全
部
納
め
、
順
拝
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らの顔の炭？」

百ヶ市
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村上 春義

公
民
館
よ
り
な
に
か
意
見
や
思
い
出

な
ど
書
い
て
出
す
よ
う
頼
ま
れ
て
、
書

い
て
聡
を
か
く
よ
り
書
か
な
い
方
が
よ

い
の
に
、
そ
れ
で
も
な
ん
と
か
書
か
ん

事
に
は
い
け
な
い

し
書
く
事
に
し
た
。

昭
和
五
年

一
月
に
村
上
家
の
十
人
兄

弟
中
五
番
目
に
生
ま
れ
、
兄
に
知
恵
を

取
ら
れ
弟
に
残
し
た
の
で
、
一
番
頭
の

よ
く
な
い
私
で
あ
り
ま
す
。
小
さ
い
頃

か
ら
山
に
行
く
の
が
大
好
き
で
、
五
才

の
時
か
ら
父
と
共
に
山
に
き
ま
し
た
。

毎
日
毎
日
山
に
行
く
の
で
、
赤
岩
の
お

巡
さ
ん
が
「
坊
は
カ
ア
ヤ
ソ
は
な
い
の

か
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
な
。

今
に
至
り
山
が
大
好
き
な
の
で

山
仕

事
ば
か
り
や
っ
て
お
り
ま
す
。
い
つ
も

言
っ
て
お
る
事
で
す
が
、
み
ん
な
同
じ

どうぞご利用くださいね。

女 INOUR TIME（ほるぷ社）

1944年パリ解放から1989年天安門事件ま

で。 写真集、マグナムの40年。

女星座物語（全12巻教育出版センター）

読みやすい、星座別、ギリシャ神話

女まんが愛媛の歴史（全 5巻愛媛新聞社）

ROR◎〇⑨RR
6 /23 肱川町公民館和室にて…

パ
ッ
チ
ワ

ー
ク
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

日

時

：

六

月

二
十
―
―
―日
（火）

A
M
1
0
時
I
P
M
1
2
時

30
分

（月

1
回
で
す
）

講
師
：
伊
賀
な
お
子
先
生

（
大
洲
市
新
谷
）

会

費

：

・五

0
0
円
程
度

材
料
費

0

今
回
は
簡
単
な
バ
ッ
ク
を
作
り
ま

す

。

一

、

0
0
0
円

0

パ
ソ
チ
ワ
ー
ク
用
糸
（

一
一種
）

七
0
0
円

持
っ
て
く
る
物

〇
針
、
ハ
サ
ミ

只
今
、
会
員
十
名
で
す
。
や
っ
て
み

よ
う
と
思
わ
れ
る
方
、
初
心
者
大
歓
迎
'
・

※
連
絡
先
―
―一
四
ー

ニ
三

四

一

山
下
ま
で
・:
0

仕
事
を
し
て
居
た
の
で
は
食
べ
て
行
か

れ
な
い
。
自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
持
っ

て
や
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

私
は
汚
れ
て
炭
焼
を
や
っ
て
お
り
ま

す
が
な
ん
の
そ
の
、
あ
る
日
朝
炭
を
挽

い
て
大
洲
へ
行
き
、
帰
り
に
あ
る
所
に

立
ち
寄
っ
た
ら
「
オ
ッ
チ
ャ
ソ
顔
に
炭

が
つ
い
と
る
ぜ
」
と
言
わ
れ
た
。
其
の

時
負
け
ん
気
で
「
な
ん
の
お
ら
の
顔
に

‘
炭
が
付
い
と
ら
な
ん
だ
ら
金
に
な
ら
ん

わ
い
。
ネ
ク
タ
イ
締
め
て
お
っ
た
ん
で

は
ど
う
に
も
な
ら
ん
わ
い
。
」
と
言
い

ま
し
た
。

炭
焼
五
十
年
の
道
を
生
か
し
て

一
生

頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

を
な
し
得
た
満
足
感
に
大
き
い
感
動
を

覚
え
た
。
参
道
で
あ
る
御
婦
人
に
声
を

か
け
ら
れ
た
。
「
ど
ち
ら
か
ら
。
」
お
四

国
学
級
の
概
要
を
お
話
す
る
と
、
「
い

い
で
す
ね
。
す
ば
ら
し
い
企
画
で
す
ね
。
」

と
、
大
変
感
動
し
て
去
っ
て
行
っ
た
。

其
の
夜
は
徳
川
家
ゆ
か
り
の
菩
提
寺
、

連
花
院
の
宿
坊
に
宿
泊
す
る
。
住
職
さ

ん
よ
り
お
話
が
し
た
い
と
の
事
。
館
長

と
共
に
お
会
い
し
た
。
お
四
国
学
級
に

つ
い
て
お
褒
め
の
言
菓
を
戴
い
た
。
高

野
の
山
に
も
、
学
級
の
名
を
知
っ
て
戴

町内で托鉢を体験 しました。 （鹿野川にて）

い
た
事
に
誇
り
を
感
じ
、
報
告
し
た
い
。

全
日
程
を
無
事
終
え
た
学
級
生
が
生

ま
れ
て
初
め
て
体
験
す
る
托
鉢
の
行
。

門
口
に

立
っ

て
ぎ
こ
ち
な
い
読
経
を
正

座
し
て
聞
い
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
、

有
り
難
く
感
謝
し
ま
す
。
御
捧
捨
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

“
願
は
く
は
此
の
功
徳
を
以
て
普
ね

く
一
切
に
及
ぽ
し
、
我
ら
と
衆
生
と
皆

共
に
佛
道
を
成
ぜ
ん
こ
と
を
。
”

最
後
に
町
の
厚
意
と
お
世
話
下
さ
っ

た
公
民
館
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

合

掌



4。c。領） 固通蕊 露前霞 (22)
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月 の行事予定表

1 ・肱川町防災の日

6.29~7 . 2 •連合小学校(5 年生）少年自然の家研修

2 ~ 3 •町内合同幼稚園（年長組）お泊り会

6 ・行政相談

7 
6 • 20 ・心配ご と相談

8 ・喜多郡町村議員大会

12 ・消防団夏季訓練

中旬 ・消防団分団長会

21 
・定（選例挙部日落程長に会より変更の場合あり）

22 •町内小学校水泳大会

23~26 ・漕選艇、国体県予選及び四国ブロック予

月 25 ・光明寺お施餓鬼

28 ・陽春院お施餓鬼

28 ・税金等出張受入れ

下旬 •特別町民「風のパッケージ」 発送

7/ 16~ 7 /25夏の交通安全運動 7/21~8/31小中学校夏休み

7月の日曜・祝日当直医

日 当 直 医 苧屯 話

5 月
土居内科医院

44-5521 
（五 十 崎 町 ）

（日）
松元産婦人科医院

24-3067 
（大、洲市中村）

1 2 日
松 浦 医 院

44- 2776 
（五 十 崎 町 ）

（日）
石 川 内科医院

24- 3306 
（大、洲市若宮）

1 9 日
藤 本 医 院

44- 2561 
（五 十 崎 町 ）

（日）
小 川 整形外科医院

23-5596 
（大洲I市三の丸）

26 日
植 木 医 院

44-2215 
（五 十 崎 町 ）

（日 ）
中塚内科医院

24-0606 
・（大洲市西大 洲 ）

◎
健
康
相
談

◎
幼
児
教
室

7
月
1

日（水）

日

程
二
十
崎
言
，
時
〗

竜

王

公

園

ー

午

後

1

時

※雨天の場合は、保健セソター

です。

参加される方は、保健セソター

まで、御連絡ください。

7 7 日
晶 昇
日 日

杢 月`＇ 
程

大 根〖 場
谷 集
公
民 ノ= 
館 所 所

？午

時30分11I孟時3分10 0 

時
11前

時 10
30時

間分

日。
C
I臼

※変更になる場合がありますので前もって連絡してから
お出かけ下さい。

救 急 病 院

曜 日 病 院 名 苧咤 話

月 ・火
大洲市立病院 24-2151 

（ 大洲市大洲）

水
力日 戸 病 院 24-5101 

（大洲市若宮）

木～日
大沙卜［ 中 央 病 院 24-4551 （大洲市東大沙I、I)

}2 r7 
9 五昔月 9 

i ~ 金i ~ 
日

‘＇フ日ト`  ’ ‘'木日‘ ’ ‘’フ日K ’ ‘ 

I 

程

靡［ 
， 慶

畜嘉i 
正

［ >
・汗 場

山 ； 胃
公

醤 醤 所

午 午 午 午 午 午 午 午 午 午 時
｝後 ！前 ］後 ｝前 }後 ]前 ｝後 ｝前 ｝後 ｝前

2 1 1110 2 1 1110 2 1 lllO 2 1 1110 2 1 1110 
間時時 時時 時時 時時 時時 時時 時時 時時 時時 時時

所

時

間

7
月
智
（
月
）

一保
健
翌
:口
可

直

2
馴

日

程

場

◎
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

所

時

間

7月
習
（
木
）

一保
健
セ
ン
ロ

ロ
〗
1
0
9
亨
瓢

日

程

場

◎
ム
シ
歯
予
防
教
室

所

時

間

7
月
賛
（
水
）

一保
健
セ
ン
:冒

直

2
祠

日

程

場

2五0 五6 

相

云記火火

’日` ，日一ー、

` 月-＇ ` 月-‘ 日

池大 宮福 担

田塚 田田 当

千 相

真鶴 至砧火

市 江 静 保 員

◎
乳
幼
児
健
康
診
査

▽

場

所

ロ間

7
月
2
旦
木
）
一
中
津
集
会
所
は
仰
直

□

▽

時

間

午
後
1
時
30
分

ー

4
時
30
分

肱
川
町
公
民
館

日

程

場

◎
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
成
人
病

検
診

◎

へ
き
地
栄
養
学
級

◎
行
政
相
談

▽
日

時

7
月
6
日
（月）

午
後
1
時
30
分

i
4
時
30
分

▽
場

所

肱
川
町
公
民
館

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6
三
四
ー
ニ
五

0
八

国

■ご
璽
玉
國

◎
心
配
ご
と
案
内

⑮⑮
⑮
⑮⑮

|

⑤
 

⑤

-

．

ぅ

⑤⑮
 

J

結
婚
お
め
て
と

ご
ざ
い
ま
す
⑮

⑮
 

⑮
 

⑮

⑮

⑮

⑮

⑮

⑮

 

大
野
嘉
博
さ
ん
（
中
居
谷
）

上
甲

正
子
さ
ん
（
道
野
尾）

*
＊
*
＊
*

|
*
 

＊
 

＊
 

＊

ご

め
い
ふ
く
を

＊
 

＊

ぉ

祈
り
い
た
し
ま
す

＊

*

|

＊
＊
*
＊
＊
 

芳
喜
さ
ん
(
19
歳）

重
吉
さ
ん
(
90
歳）

大
平

肱
栄

竹
本

菅
野 7

月
14
日
（
火
）

午
前
9
時
ま
で

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

*

＊

＊

＊

＊

*

 

＊
 

＊
お
誕
生
お
め
で
と
う

＊

ご
ざ
い
ま
す

＊

＊
 

＊
 

*

1
*
*
＊
＊
*
 

町

立
志
さ
ん

正
和
ち
ゃ
ん

秀
夫
さ
ん

優
花
ち
ゃ
ん

義
忠
さ
ん

翔
太
ち
ゃ
ん

上
鹿
野
川

山
槌

二松長上二大
男本女 田 男 野

▽
日

時

▽
収
集
日

7
月
16
日
（
木
）

（
出
す
の
は

7
月
15
日
中
に）

▽
収
集
地
区

小
畑
井
・
萩
野
尾
・
汗
生
・

小
藪・

大
和
・
肱
栄
・
中
野
（
篠
谷
を
除
く
）
．

大
谷
・

鹿
野
川

◎
不
用
犬
回
収
日

◎
7
月
の
不
燃
物
収
集
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